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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは、『Oracle Enterprise Manager概説』の目的と構成、および次の内容を説明します。

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Enterprise Managerリリース 2.0.4の概要について説明します。
Oracle Enterprise Managerは、異種環境を管理するための統合ソリューションを提供するシ
ステム管理ツールです。この製品は、グラフィカル・コンソール、エージェント、共通サー
ビスおよびツールを組み合せて Oracle製品を管理する、統合された総合システム管理プ
ラットフォームを提供します。

このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、Oracle Enterprise Managerの全体像を把握したい読者を対象としていま
す。インターネット・コンピューティング用データベースである Oracleと、実行したい管
理タスクについては事前に理解しておいてください。

Oracle Serverおよびその動作方法は、『Oracle Server概説』を参照してください。データ

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

このマニュアルの目的 ix

このマニュアルの対象読者 ix

このマニュアルの構成 x

ドキュメント・セット x

関連資料 xii
                                                                       ix

ベース管理手順の詳細は、他の Oracle Server ドキュメント・セットを参照してください。
Oracle Serverドキュメント・セットには、Oracle Enterprise Managerツールで実行できる
データベース管理タスクの詳細な説明が用意されており、データベースの最適な管理方法に
ついての推奨事項も記述してあります。



使用するMicrosoft Windowsや Solarisオペレーティング・システムの操作にも慣れている
必要があります。必要であれば、Windowsや Solarisシステムのマニュアルも参照してくだ
さい。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章から構成されています。

ドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セット
Oracle Enterprise Managerのマニュアルには、オプション管理パックのマニュアルも含め、
次のものがあります。

■ 『Oracle Enterprise Managerリリースノート』では、オンライン・マニュアルに関する
重要な注意事項、ソフトウェアの更新情報、およびその他の最新情報を説明していま
す。

■ 『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイド』には、Oracle Enterprise 
Managerのインストールに関する情報が収められています。

■ 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』では、Oracle Enterprise Managerのコン
ソール、共通サービスおよびデータベース管理ツールの使用方法について説明していま
す。

章章章章 説明説明説明説明

第 1章「Oracle Enterprise Managerの概要」 第 1章では、コンソール、Oracle Management 
Serverおよび共通サービスで構成される Oracle 
Enterprise Managerの全体のアーキテクチャと機能
について説明します。

第 2章「コンソール」 第 2章では、Oracle Enterprise Managerコンソール
のレイアウトと使用方法について説明します。

第 3章「ジョブ制御およびイベント管理システム」 第 3章では、ジョブを実行し、サイトでの発生につい
て、ネットワーク全体を監視する、ジョブ制御システ
ムとイベント管理システムについて説明します。

第 4章「DBA Management Pack」 第 4章では、Oracle Enterprise Managerにバンドル
されている一連のツールである DBA Management 
Packについて説明します。

第 5章「Oracle Management Packと 拡張アプリ
ケーション」

第 5章では、Oracle Enterprise Managerの機能性を
拡張する、オプション管理パックおよび拡張アプリ
ケーションについて説明します。
x                                                                                    

■ 『Oracle Enterprise Manager概説』では、Oracle Enterprise Manager、そのアーキテク
チャおよびコンポーネントの概要を説明しています。



■ 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』では、Oracle Enterprise Managerの構成方法
と起動方法について説明しています。

■ 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』では、Oracle Enterprise Managerでの
Oracle Intelligent Agentの使用方法について説明しています。

■ 『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』は、SNMPベースの管理アプリケー
ションのサードパーティ開発者を対象としています。Oracle製品については理解してい
るが、SNMPについてはよくわからないデータベース管理者は、このマニュアルも参照
すると便利です。

■ 『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル』では、Oracle Enterprise 
Managerのエラー・メッセージおよびその診断方法について説明しています。

Oracle Change Management Packのマニュアル

■ 『Oracle Enterprise Manager Change Management Packリリースノート』では、Oracle 
Change Management Packオンライン・マニュアルに関する重要な注意事項、ソフト
ウェアの更新情報、およびその他の最新情報を説明しています。

■ 『Oracle Change Management Packスタート・ガイド』では、Oracle Change 
Management Packアプリケーションの概念と機能の概要を説明しています。

■ 『Oracle Change Management Packインストレーション・ガイド』には、Oracle Change 
Management Packのインストールに関する情報が収められています。

Oracle Diagnostics Packマニュアル

■ 『Oracle Enterprise Manager Diagnostics Packリリースノート』では、Oracle 
Diagnostics Packオンライン・マニュアルに関する重要な注意事項、ソフトウェアの更
新情報、およびその他の最新情報を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Manager パフォーマンス・モニタリング・ガイド』では、Oracle 
Diagnostics Packでシステム・パフォーマンスを監視する方法を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Manager Oracle Traceユーザーズ・ガイド』では、Oracle Traceアプ
リケーションを使って、Oracleデータベースを監視するために履歴データを獲得し、使
用する方法を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Manager Oracle Trace開発者ガイド』では、アプリケーションに
Oracle Traceルーチンを組み込む方法について説明します。

■ 『Oracle Diagnostics Packインストレーション・ガイド』には、Oracle Diagnostics Pack
のインストールに関する情報が収められています。
                                                                                  xi



Oracle Tuning Packマニュアル

■ 『Oracle Enterprise Manager Tuning Packリリースノート』では、Tuning Packオンライ
ン・マニュアルに関する重要な注意事項、ソフトウェアの更新情報、およびその他の最
新情報を説明しています。

■ 『Oracle Tuning Packによるデータベース・チューニング』では、Oracle Tuning Packと
そのコンポーネントを使って、システムを最適にチューニングする方法を説明していま
す。

■ 『Oracle Tuning Packインストレーション・ガイド』には、Oracle Tuning Packのインス
トールに関する情報が収められています。

Oracle Enterprise Managerには、Oracle Enterprise Managerのドキュメント・セットの他
に、Oracle Enterprise Manager Quick Tourと広範囲にわたるオンライン・ヘルプが用意さ
れています。

関連資料関連資料関連資料関連資料
次の資料には、関連情報が記述されています。

■ Oracle Serverおよびその動作方法は、『Oracle Server概説』を参照してください。

■ Oracle Serverの管理の詳細は、『Oracle Server管理者ガイド』を参照してください。

■ Oracle Parallel Serverの管理については、『Oracle Enterprise Managerコンソール
Parallel Serverサポート・ガイド』を参照してください。

■ Oracle Serverでのデータベース・アプリケーション開発の詳細は、『Oracle Serverアプ
リケーション開発者ガイド』を参照してください。

■ Oracleを前のバージョンから移行する手順については、『Oracle Server移行ガイド』を
参照してください。

■ Oracleの SQLコマンドおよびファンクションの詳細は、『Oracle Server SQLリファレン
ス』を参照してください。

■ Oracleの SQLに対するプロシージャ言語拡張部分、PL/SQLの詳細は、『PL/SQLユー
ザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

■ Oracleメッセージとコードについては、『Oracle Serverメッセージ』マニュアルを参照
してください。

■ エクスポート、インポートおよび SQL*Loaderなど、Oracle Serverにバンドルされてい
るユーティリティについては、『Oracle Serverユーティリティ』を参照してください。

■ データの分散およびレプリケートについては、『Oracle分散システム Volume I:　データ
xii                                                                                    

分散』および『Volume II:　レプリケート・データ』を参照してください。

■ ホスト・オペレーティング・システム上で動作する Oracle Serverに固有の情報について
は、ご使用のオペレーティング・システムの Oracleマニュアル（タイトルは、オペ



レーティング・システムによって異なります）と、使用可能であれば、システム・リ
リースノートを参照してください。

■ Oracleネットワーキング・システムの詳細は、ご使用のネットワーク固有のマニュアル
を参照してください。

オラクル社では、ご使用の配布メディアでご利用いただけるいくつかのファイルを提供して
います。これらのファイルは通常、README、RELNOTE、BUGHST、RESTRICTと呼ば
れ、.WRI、.DOC、.TXTなどの拡張子が付いています。これらのファイルでは、マニュアル
には記述されていないソフトウェアまたはマニュアルに対する変更内容を説明しています。

注意注意注意注意 : 上記ファイルの名前および位置は、オペレーティング・システムによって異なる場
合があります。
                                                                                  xiii



xiv                                                                                    



                                                            Oracle Enterprise Managerの
1
Oracle Enterprise Manager の概要の概要の概要の概要

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を集中的に管理する統合ソリューションを提供する
システム管理ツールです。Oracle Enterprise Managerでは、グラフィカル・コンソール、
Oracle Management Server、Oracle Intelligent Agent、共通サービスおよびツールを組み合
せて、Oracle製品を管理するための統合された包括的システム管理プラットフォームを提供
します。

クライアント・インタフェースである Oracle Enterprise Managerコンソールでは、次の作
業を実行できます。

■ 複数データベースの集中的な管理、診断および調整

■ 他の Oracle製品とサービスの管理

■ Oracle製品ファミリとサードパーティ・サービスの活動状況に関する、1日 24時間の効
率的な監視と対処

■ 複数のノードで実行されるジョブの、様々な時間間隔によるスケジュール

■ イベントに関する、ネットワーク化されたサービスの監視

■ データベースや他のサービスの、論理的な管理グループへの編成による画面のカスタマ
イズ

この章では、Oracle Enterprise Managerの利点、アーキテクチャおよび主要コンポーネント
の概要について紹介します。この章は、次の項から構成されています。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

Oracle Enterprise Managerのインターネット・コンピューティング・
アーキテクチャ

Oracle Enterprise Managerの利点

1-2

1-8

基本コンポーネント 1-8
概要 1-1



Oracle Enterprise Managerのインターネット・コンピューティング・アーキテクチャ

Oracle Enterprise Managerのインターネット・コンピューティンのインターネット・コンピューティンのインターネット・コンピューティンのインターネット・コンピューティン
グ・アーキテクチャグ・アーキテクチャグ・アーキテクチャグ・アーキテクチャ

コンピューティングにおけるパワフルな商用プラットフォームとしてのインターネットの普
及と確立にともない、Webブラウザを使ってシステム管理ができるように Oracle Enterprise 
Managerのアーキテクチャが拡張されたため、システム管理者によるデータベース環境への
アクセスと制御がさらに向上しました。このアーキテクチャは、3層アーキテクチャによっ
て実現されています。

一般的に、これまでのデータベース管理者は 2層のクライアント /サーバー構造でシステム
を管理し、情報の表示を担当するクライアント層がサーバーからデータにアクセスしていま
した。Oracle Enterprise Managerのリリース 2では、データベース管理者用にインターネッ
ト・コンピューティング・アーキテクチャを採用しています。このアーキテクチャは 3層構
造になっており、認可された管理者は、ネットワーク・コンピュータを含めたほとんどのマ
シンから業界標準のWebブラウザを使用し、複雑に相互接続されたデータベースやサービ
スをグローバルに管理することができます。

Oracle Enterprise Managerの 3つの層には、次のものが含まれます。

■ Javaベースのコンソールと管理アプリケーション :　第 1層

■ Oracle Management Server:　第 2層

■ データベースと他のサービスを含む管理対象ノード :　第 3層

Oracle Enterprise Managerの 3層モデルでは、データ集約的な業務論理がクライアントから
離れ、中間層上の共有サービスとして作り直されます。軽量かつスケーラブルなこの 3層
アーキテクチャにより、フレキシブルな配置オプションと 24時間を通じた信頼性が得られ
ます。

Javaクライアントクライアントクライアントクライアント
Oracle Enterprise Mangerの第 1層は、コンソールや管理アプリケーションなどの Javaクラ
イアントから構成されています。これらのクライアント・コンポーネントを、認可された管
理者によってWebブラウザから起動すると、データベース環境へのアクセスがあらゆる位
置からできるようになります。

第 1層のクライアントでは、アプリケーション論理の大半が第 2層の Oracle Management 
Serverに依存しています。コンソールと管理アプリケーションは、標準の CORBAインタ
フェースと IIOPを介して、1つ以上の Oracle Management Serverで通信を行います。

第 1層の Oracle Enterprise Managerクライアントの主要な機能は、全管理作業に関する
ユーザー・インタフェースを管理者に示すことです。Javaベースのクライアントを使用する
と、管理者は、集中管理されたコンソールとデータベース管理アプリケーションでシステム
を管理できるため、これらの重要な管理サービスを収容するオーバヘッドと処理の負担が不
1-2 Oracle Enterprise Manager概説                             

要になります。
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Oracle Management Server
Oracle Enterprise Managerの第 2層は 1つ以上の Oracle Management Serversから構成され
ており、管理フレームワークで必要なすべてのバックエンド管理アプリケーション論理とク
リティカル・サービスを担当します。

Oracle Management Serverは、コンソール（第 1層）と管理対象ノード（第 3層）間で、集
中管理されたインテリジェント機能と分散制御を実行し、そのコンソールから送られるシス
テム管理作業を処理します。Oracle Management Serverでは、すべてのシステム・データ、
アプリケーション・データおよび管理対象ノードの状態に関する情報が、Oracle 
Management Serverに接続されたすべての Oracleデータベースに格納可能なデータベース
表の集合であるリポジトリに格納されます。

Oracle Management Serverの最も重要な機能の 1つは、第 3層の管理対象ノード上で稼動す
る Oracle Intelligent Agentに作業を分散させることです。インテリジェント・エージェント
は、作業の実行と、ネットワーク化されたシステムの継続的な監視を担当します。

図図図図 1-1   3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ

複数のリポジトリ複数のリポジトリ複数のリポジトリ複数のリポジトリ

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
Oracle

Management
Server

ノードノードノードノード

Java
コンソールコンソールコンソールコンソール
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Oracle Enterprise Managerを使用することによって、大規模なエンタープライズは、それぞ
れ独自の Oracle Management Serverと管理者を持つ複数のリポジトリを中間層で使うこと
ができます。1つのリポジトリへのアクセス権を持つ管理者は、別のリポジトリに明確に追
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加されていないかぎり、そのリポジトリからは参照できません。第 3層の管理対象ノードに
常駐するインテリジェント・エージェントはリポジトリおよび Oracle Management Server
からは独立しているため、エージェントでは、異なるリポジトリの Oracle Management 
Serverからの要求を同時に処理することができます。

管理者は、リポジトリを共有している複数の Oracle Management Serverグループを管理す
ることもできます。各リポジトリでは、管理者は、リポジトリを格納している各データベー
スに個別の接続、ユーザー名およびパスワードを設定して、Oracle Enterprise Managerコン
ソールの個別セッションを使用します。

図図図図 1-2  ネットワーク内の個別リポジトリネットワーク内の個別リポジトリネットワーク内の個別リポジトリネットワーク内の個別リポジトリ

管理対象ノード管理対象ノード管理対象ノード管理対象ノード
Oracle Enterprise Managerの第 3層は、データベースとその他の管理対象サービスを含む管
理対象ノードから構成されます。各ノードには、Oracle Enterprise Managerのインテリジェ
ント・エージェントと Data Gathererが常駐しており、それらは Oracle Management Server
と通信を行って、コンソールおよびクライアント・アプリケーションから送られる作業を実
行します。

インテリジェント・エージェントインテリジェント・エージェントインテリジェント・エージェントインテリジェント・エージェント

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ 1 リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ 2
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Oracle Intelligent Agentでは、中間層である Oracle Management Server経由でコンソール
から送られる、登録済みイベント（潜在的問題の発生）とスケジュール済みジョブに関し
て、ノード内のデータベースおよびその他のサービスを監視します。
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インテリジェント・エージェントは、サポートしているデータベースおよびその他のサービ
スとは独立して機能し、コンソール、管理アプリケーションおよび Oracle Management 
Serverからも独立しています。他のコンポーネントから独立して稼動することにより、イン
テリジェント・エージェントはデータベースの起動と停止などの作業を実行し、またシステ
ムの別の部分が停止した場合でも稼動を続行します。

インテリジェント・エージェントは簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）もサポート
しているため、HP OpenViewなどのサードパーティ・アプリケーションでエージェントと
通信したり、Oracleサービスと一緒に管理することができます。

注意注意注意注意 : Oracle Intelligent Agentの詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

Data Gatherer
Oracle Data Gathererはインテリジェント・エージェントの拡張製品で、管理対象ノード上
に、インテリジェント・エージェントとともに自動的にインストールされます。Data 
Gathererは、オプションの Oracle Diagnostics Packに含まれるデータ収集アプリケーション
の Capacity Plannerと Performance Managerのシステム・パフォーマンス・データ（ファ
イル I/Oや CPU使用量データなど）を収集します。

注意注意注意注意 : Oracle Diagnostics Packの詳細は、第 5章「Oracle Management Packと 拡張アプリ
ケーション」を参照してください。Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャの詳細は、
Oracle Enterprise Manager Quick Tourを参照してください。

Oracle Enterprise Managerの利点の利点の利点の利点
Oracle Enterprise Managerを使うと、管理者は、システム管理コストを制御しながら、最大
レベルのパフォーマンスと可用性を維持できます。この項では、Oracle Enterprise Manager
の主な利点とその拡張性、能力および信頼性について説明します。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

集中管理 1-6

複数管理者システム 1-6

成長する分散型環境への拡張性

拡張可能なアーキテクチャ

リポジトリ管理

自動化された管理

自動インテリジェント・エージェント

1-6

1-7

1-7

1-7

1-8
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集中管理集中管理集中管理集中管理
Oracle Enterprise Managerコンソールを使うと、分散されたシステム、データベース、ツー
ルおよびユーザーをすべて集中管理できます。パワフルで確実なシステム管理を提供する直
観的なグラフィカル・ユーザー・インタフェースにより、Oracle環境をコンソールで集中制
御できます。使いやすいインタフェースを採用しているため、最小限のトレーニングしか
行っていない経験の浅いシステム管理者でも効果的に使いこなすことが可能です。

Oracle Enterprise Managerでは、分散されたエンタープライズをローカル・ワークグループ
として簡単かつ効率的に管理できるため、システム所有者のコストが低減されます。Oracle 
Enterprise Managerのフレームワークでは、複数サービスに対するルーチンや手間のかかる
作業を自動化および代行することが可能です。ジョブを複数のノードに対して同時にスケ
ジュールしたり、複数のサービスをグループとして一度に監視できます。

複数管理者システム複数管理者システム複数管理者システム複数管理者システム
多くのエンタープライズでは、データベース管理者チームは、数多くのシステムをリモート
で共同管理しなければなりません。Oracle Enterprise Managerでは、データベース管理作業
を複数管理者エンタープライズに編成および分散して、システム・データを管理者間で安全
に共有することができます。

Oracle Enterprise Managerでは、システム・データ、アプリケーション・データおよび管理
対象サービスの状態は、すべての管理データが格納される Oracle Management Serverとそ
のバックエンド・リポジトリに格納されます。（複数の Oracle Management Serverを使って
いる場合は、リポジトリを共有します。）Oracle Management Serverにはセキュリティ機能
があり、リポジトリで設定されている許可に基づいて、通知および管理情報が管理者に配布
されます。各管理者は、Oracle Management Serverおよびリポジトリに格納されている中央
データへのアクセス権を与えるコンソール・アカウントを持っています。

Oracle Management Serverでは、異なるコンソールと、管理対象ノード上のサービス間で情
報がやりとりされると、その情報をフィルタ処理します。管理データはすべて中央リポジト
リに格納されるため、管理者は同時に作業を行って他の管理者のアクティビティを参照する
ことができます。このような情報の配布によって冗長性が軽減され、時間の節約と管理コス
トの低減が実現されます。

成長する分散型環境への拡張性成長する分散型環境への拡張性成長する分散型環境への拡張性成長する分散型環境への拡張性
3層インターネット・コンピューティング・アーキテクチャを持つ Oracle Enterprise 
Managerは、急速に成長する分散環境においてもパフォーマンスの維持とルーチン作業の自
動化に対応する拡張性を備えています。ネットワーク内のノードや管理対象サービスの数が
増加するに従って、Oracle Management Serverを追加することができます。Oracle 
Management Serverの数が増えるに従い、リポジトリを追加できます。システム管理オー
バーヘッドの追加に投資するのではなく、中間層（Oracle Management Serverが常駐する場
1-6 Oracle Enterprise Manager概説                             

所）でワークロードをバランス化することによって、システム管理のコストが制御されま
す。
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複数の Oracle Management Serverがそのバックエンドの格納場所としてリポジトリを共有
するため、相互にフォールト・トレラントを提供します。1つの Oracle Management Server
が失敗しても、登録されているクライアントは即時に再度ログインして、そのリポジトリで
実行中の他のいずれかの Oracle Management Serverに登録することができるため、作業が
シームレスに続行されます。失敗していない Oracle Management Serverに登録されている
クライアントには、まったく影響ありません。

拡張可能なアーキテクチャ拡張可能なアーキテクチャ拡張可能なアーキテクチャ拡張可能なアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerのフレキシブルなアーキテクチャにより、新製品および追加モ
ジュールをスイートに書き込んだり追加したりできます。Oracle Enterprise Managerでオー
プン・スタンダード（CORBA、IIOPなど）を使用すると、サードパーティのツールをコン
ソールに統合できるようになります。

リポジトリ管理リポジトリ管理リポジトリ管理リポジトリ管理
Oracle Enterprise Managerでは、ネットワークにおける複数リポジトリの管理をサポートし
ているので、大規模なエンタープライズを複数の異なる管理単位にパーティション化して、
操作ニーズを満たすことが可能です。この機能を使って、管理者とリソースを論理グループ
に分割し、それぞれに独自のリポジトリと、中間層の Oracle Management Serverを割り当
てることができます。たとえば、部門や地域の境界でノードを分割したり、管理者数別に分
割します。

各リポジトリには、管理者、検出されたサービス、ジョブとイベント、およびセキュリティ
設定に関する管理情報が格納されるため、エンタープライズをパーティション化すると、
ネットワークの特定部分に固有のニーズを満たすように、リポジトリとその Oracle 
Management Serverが適切にチューニングされます。

複数のリポジトリを使うと、データベースや他の管理対象サービスが複数のリポジトリに対
してアクセス可能になります。また 1つのリポジトリへのアクセス権を持つ管理者は、他の
リポジトリへ明確に追加されている場合、そのリポジトリおよび Oracle Management Server
からの情報にアクセスでき、また参照可能になります。

自動化された管理自動化された管理自動化された管理自動化された管理
大規模な分散データベース環境では、管理者当たりの管理対象ノードの割合が急激に増える
ため、作業を自動化できるツールが必要となります。Oracle Enterprise Managerには、自動
化された夜間作業管理と、設定済みイベントに関する事前サービス監視機能があるため、ス
タッフを追加せずに組織の管理を行い、増大するシステム管理作業のニーズを満たすことが
できます。

また、ジョブ制御システムを使うと、データベースのバックアップや定期的なレポートの実
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行などのルーチン作業を自動化できます。イベント管理システムを使うと、リモート・デー
タベースと他のサービスに、重要なイベント発生を自動的に監視させたり、イベントの発生
に反応して自動実行される修正ジョブを設定することができます。問題発生に対するサービ
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スの事前監視によって、事前に問題が修正され、エンド・ユーザーへの深刻な影響を未然に
防ぎます。

自動インテリジェント・エージェント自動インテリジェント・エージェント自動インテリジェント・エージェント自動インテリジェント・エージェント
ジョブは管理対象ノードでローカルに実行されるため、ネットワークの重要な部分が停止し
た場合でも、ジョブは完了できます。ジョブはすべて、個々の管理対象ノード上のインテリ
ジェント・エージェントによって処理されるため、ローカライズされた作業は高い信頼性を
持ちます。

たとえば、1つのジョブをノード上で実行されるようにスケジュールすると、そのジョブは
指定時刻にそのノードでローカルに実行され、ノード、Oracle Management Serverおよびコ
ンソール間でネットワーク障害が発生した場合でも実行されます。ノード上のサービスが停
止すると、エージェントは、そのサービスがバックアップされるまで、そのサービス上で実
行されるすべてのジョブを格納します。コンソールが停止すると、エージェントは、そのコ
ンソールがサービスの実行状態に戻り、情報の受信が可能になるまで、ジョブのステータス
に関するすべての情報を格納します。

簡単な使用方法簡単な使用方法簡単な使用方法簡単な使用方法
Oracle Enterprise Managerは、最小限の労力で分散環境を管理できる、ユーザー・フレンド
リなシステム管理ソリューションを管理者に提供します。管理者は、リモートの管理対象
サービスの操作データを確認できるので、簡単に変更を加えたり、コマンドを実行したりで
きます。Oracle Enterprise Managerのフレームワークは、作業を複雑にすることなく高い拡
張性を提供できるように設計されているため、管理者は環境に対する影響を心配せずに多数
のサービスを管理できます。

さらに、すべての Oracle Enterprise Managerアプリケーションには同じようなグラフィカ
ル・ユーザー・インタフェースが採用されているため、管理者は、使い慣れた同じフロン
ト・エンドで各アプリケーションを管理できます。このインタフェースは、初心者ユーザー
と上級ユーザーの両方が使用でき、Oracle Enterprise Managerウィザードと Quick Tourの
トレーニング・ツールとしての役割も果たします。

さらに、Oracle Management Serverおよびコンソールでは、構成はまったく必要ありませ
ん。サービス検出や自動構成などの技法を使用する場合、管理者の手動介入は必要最低限に
抑えられます。

基本コンポーネント基本コンポーネント基本コンポーネント基本コンポーネント
この項では、Oracle Enterprise Managerの基本コンポーネントについて詳しく説明します。
次の項から構成されています。
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項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

コンソール 1-9
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コンソールコンソールコンソールコンソール
Oracle Enterprise Managerコンソールはクライアントのグラフィカル・ユーザー・インタ
フェースで、Oracleツールにアクセスするためのメニュー、ツールバーおよびドローワ、ま
た他のベンダーから入手可能なユーティリティを提供します。コンソールは、異なる管理目
的を持つ 4つの画面に分割されています。画面には、次のものがあります。

■ ナビゲータ画面

■ グループ画面

■ ジョブ画面

■ イベント画面

図 1-3に、コンソール画面を示します。

Oracle Management Server 1-10

共通サービス

DBA Management Pack

1-10

1-14

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ
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図図図図 1-3  Oracle Enterprise Manager コンソールコンソールコンソールコンソール

注意注意注意注意 : コンソールの基本コンポーネントと構成の説明は、第 2章「コンソール」を参照し
てください。コンソール・メニューの詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』
を参照してください。

Oracle Management Server
Oracle Enterprise Managerの中間層である Oracle Management Serverでは、集中管理され
たインテリジェント機能と、コンソール・クライアントおよび管理対象ノード間の分散制御
を提供します。通知に関する中央エンジンである Oracle Management Serverでは、すべて
のシステム管理作業を処理し、エンタープライズ全体の管理対象ノード上のインテリジェン
ト・エージェントに対するこれらの作業の分散を管理します。複数の Oracle Management 
Serverを使用すると、ワークロードが共有およびバランス化されるため、高いパフォーマン
スと拡張性が確保されます。

共通サービス共通サービス共通サービス共通サービス
Oracle Enterprise Managerは、Oracle環境の管理に役立つ共通サービスから構成されていま
す。
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これらの共通サービスには、次のものがあります。

■ リポジトリ
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■ サービスの検出

■ ジョブ制御システム

■ イベント管理システム

■ セキュリティ

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
リポジトリとは Oracleデータベース内にある表の集合を指し、バックエンドの格納場所と
して Oracle Management Serverで使用されます。リポジトリには管理対象環境に関する状
態情報が格納され、Oracle Enterprise Managerに Oracle Management Serverを設定すると
きに作成されます。リポジトリの表は、Oracle Management Serverにアクセス可能なすべて
のデータベースにインストールできます。

Oracle Management Serverへの接続時に管理者がコンソール上で確認できる内容は、リポジ
トリに格納されている管理者の許可データによって決まります。

サービスの検出サービスの検出サービスの検出サービスの検出
Oracle Enterprise Managerでは、管理対象ノードが識別されると、そのノード上で稼動する
すべてのデータベースおよび他のサービスが自動的に検出されます（位置付けられます）。
検出プロセスでは、インテリジェント・エージェントが管理ノード上のサービスを検索し、
検索結果を Oracle Management Serverに通知します。検出されたサービスは、コンソール
のナビゲータ・ウィンドウに階層型ツリー・ビューで表示され、検出されたすべてのノード
とその個々のサービスの概要が表示されます。

ジョブ制御システムジョブ制御システムジョブ制御システムジョブ制御システム
ジョブ制御システムを使うと、標準管理作業および繰返し実行される管理作業を自動化でき
ます。ジョブ制御システムでは、ジョブを作成および管理し、その実行をスケジュールし、
定義済みジョブに関する情報を表示したり、リポジトリに接続されている他の管理者とその
情報を共有することができます。ジョブが完了あるいは失敗すると、コンソールの警告（表
示許可を持つ場合）、電子メールまたはポケットベルによって、ユーザーまたは他の管理者
（あるいはその両方）に自動的に通知されます。

ジョブは、Oracle Enterprise Managerフレームワーク内の管理エンティティ（オブジェク
ト）であるため、基本的なセキュリティ・パラメータと同様に、他の管理者が参照および変
更できないように常に所有者が指定されます。

注意注意注意注意 : ジョブ制御システムの詳細は、 第 3章「ジョブ制御およびイベント管理システム」を
参照してください。
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イベント管理システムイベント管理システムイベント管理システムイベント管理システム
イベント管理システムでは、サービスの紛失など操作上の問題発生とボーダーライン条件、
記憶領域の不足、および高い CPU使用量などの容量の問題に関して、Oracle環境を監視し
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ます。これらの “イベント ”と呼ばれる重大な問題の発生は、イベントがインテリジェント・
エージェントに登録されている場合に、管理対象サービスに対してインテリジェント・エー
ジェントが実行する 1つ以上のテストから構成されます。イベントをコンソールで登録する
ときには、1つ以上のテストを選択してイベント条件を定義します。

イベントが発生してインテリジェント・エージェントによって検出されると、コンソールの
警告（表示許可を持つ場合）、電子メールまたはポケットベルによって、ユーザーまたは指
定された管理者に通知されます。（表示許可だけを持つ管理者は、コンソールの警告によっ
て常に通知されます。）イベントに呼応して自動的に実行されるように、修正ジョブを設定
することもできます。

ジョブ制御システムのように、リポジトリに接続されている他の管理者とイベント情報を共
有できます。イベントは Oracle Enterprise Managerフレームワーク内のオブジェクトでも
あるため、所有者とセキュリティ・パラメータが割り当てられます。

注意注意注意注意 : イベント管理システムの詳細は、第 3章「ジョブ制御およびイベント管理システム」
を参照してください。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
Oracle Enterprise Managerのセキュリティ・パラメータは、サービス、オブジェクトおよび
管理者に対して定義されます。管理者アカウントはすべて、リポジトリの管理者全員の許可
を作成および定義する、スーパー管理者によって定義されます。スーパー管理者は、他の管
理者が所有するオブジェクトを含むすべてのオブジェクトにアクセスして、そのセキュリ
ティ・パラメータを管理できます。

セキュリティ・パラメータは、図 1-4の「作業環境」ダイアログ・ボックスで設定します。
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図図図図 1-4  「作業環境」ダイアログ・ボックス「作業環境」ダイアログ・ボックス「作業環境」ダイアログ・ボックス「作業環境」ダイアログ・ボックス

次の表に、「作業環境」ダイアログ・ボックスの各タブで使用可能なオプションを示します。

作業環境作業環境作業環境作業環境 説明説明説明説明

一般 「一般」タブでは、名前とパスワードを編集し、拡張モードを使用可能
または使用不可にする。

通知 「通知」タブでは、ポケットベルおよび電子メールの作業環境を設定し
たり、また試験的なポケットベルと電子メールの送信を実行する。

スケジュール 「スケジュール」タブは、イベントまたはジョブ条件が発生したときの
通知方法、および通知を受けられる時間帯を日次単位と週単位で選択
する。

デフォルト許可 「デフォルト許可」タブでは、作成するオブジェクト（ジョブ、イベン
トおよびグループ）に関するデフォルト許可の設定を選択する。ここ
で設定する許可により、作成したオブジェクトに他の管理者がアクセ
スできるかどうか、アクセスできる場合は、他の管理者は変更許可を
持つのか、あるいは単に表示許可だけを持つのかが決定されます。ま
た、他の管理者がイベントおよびジョブの発生を通知されるかどうか
も選択できます。

オブジェクトの作成時に、デフォルト許可を上書きすることも可能で
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す。たとえば、ジョブを作成すると、デフォルト許可が自動的に適用
されますが、必要であれば、ジョブの作成中にこれらの許可を無効に
できます。
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ログイン設定リストはすべて、リポジトリで暗号化されます。優先接続情報リストが設定さ
れていないオブジェクトやサービスにアクセスしようとすると、そのサービスは、コンソー
ルのログイン情報を使おうとします。

DBA Management Pack
DBA Management Packは、管理者の毎日の共通作業を自動化および簡易化するのに役立つ
標準データベース管理ツールの統合セットで、Oracle Enterprise Managerにバンドルされて
います。このツールは、データベース管理の特定分野を対象としており、データベースや
サービスを管理し、それらを稼動可能な状態に維持する管理者の日常的なルーチン作業を補
佐するものです。

Oracle Enterprise Managerには、Oracle環境の管理を補佐するための拡張アプリケーション
も付属しています。

注意注意注意注意 : データベース・ツールの概要は、第 4章「DBA Management Pack」または「Oracle 
Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照してください。拡張アプリケーションの詳
細は、第 5章「Oracle Management Packと 拡張アプリケーション」を参照してください。

優先接続情報リスト 「優先接続情報リスト」タブでは、ノード、リスナー、データベース、
およびネットワークで管理するその他のサービスの名前、パスワード
およびロールを設定する。設定済みのこれらのサービスの設定リスト
を使うと、コンソールに一度だけログインすれば、それ以降は、コン
ソール内のどこでサービスを選択しても、そのサービスに透過的にロ
グインされます。

作業環境作業環境作業環境作業環境 説明説明説明説明
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コンソールコンソールコンソールコンソール

Javaコンソールは、Oracle Enterprise Manager第 1層のクライアント・インタフェースで、
複数のデータベースや他のサービス、および Oracle環境全体の集中管理に使用します。こ
の章では、コンソールの基本コンポーネントおよびその構成について説明します。

この章は、次の項目から構成されています。

コンソールのグラフィカル・ユーザー・インタフェースコンソールのグラフィカル・ユーザー・インタフェースコンソールのグラフィカル・ユーザー・インタフェースコンソールのグラフィカル・ユーザー・インタフェース
Oracle Enterprise Managerコンソールは、使いやすく、高度にカスタマイズ可能なグラフィ
カル・ユーザー・インタフェースで、ネットワーク環境全体への単一アクセス・ポイントを
提供します。インタフェースは、ナビゲータ画面、グループ画面、ジョブ画面およびイベン
ト画面の 4つの画面から構成されています。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

コンソールのグラフィカル・ユーザー・インタフェース 2-1

コンソール画面 2-2
ール 2-1



コンソールのグラフィカル・ユーザー・インタフェース

図図図図 2-1  Oracle Enterprise Manager コンソールコンソールコンソールコンソール

コンソール画面コンソール画面コンソール画面コンソール画面
コンソールの 4つの画面は、管理する Oracle環境の一般ビューが表示される、Oracle 
Enterprise Managerの共通サービス（リポジトリ、サービス検出、ジョブ制御システム、イ
ベント管理システムおよびセキュリティ・パラメータ）用のインタフェースです。各画面
は、管理対象オブジェクトが見やすくなるように、分割、サイズ変更または非表示にするこ
とができます。

メニューメニューメニューメニュー
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コンソールのメニュー・バーでは、コンソール画面のオブジェクトを主に処理します。DBA 
Management Packのツールは、メニュー・バーからもアクセスできます。
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ツールバーとドローワツールバーとドローワツールバーとドローワツールバーとドローワ
メニュー・バーのタスクの一部は、各タスクを表すアイコンを含むコンソール・ツールバー
を使って実行することもできます。これらのタスクには、ジョブ、イベントおよびグループ
の作成、オブジェクトの削除、およびオンライン・ヘルプへのアクセスがあります。

ツールバーの下部には、インストール済みの各管理パックと、各パックに含まれるツールを
表すドローワ・アイコンがあります。すべてのコンソール・ユーザーには、Oracle 
Enterprise Managerにバンドルされている DBA Management Pack用のドローワが用意され
ています。他の管理パック（Oracle Tuning Pack、Oracle Diagnostics Pack、Oracle Change 
Management Packなど）をインストールすると、それぞれ個別のドローワが表示されます。

コンソール画面コンソール画面コンソール画面コンソール画面
この項では、コンソールの 4つの画面について説明します。

ナビゲータ画面ナビゲータ画面ナビゲータ画面ナビゲータ画面
ナビゲータ画面には、ネットワーク内で検出されるすべてのオブジェクトが階層型ツリー・
ビューで表示され、管理者にオブジェクト間の関係の概要を示します。ナビゲータ画面で
は、データベース、グループ、リスナー、ノード、その他すべてのタイプのサービスが検出
されると、対応する各フォルダが表示されます。

ナビゲータ・ツリーでフォルダまたはオブジェクトを選択すると、その下位レベルのオブ
ジェクトまたはフォルダがドリルダウン・ビューで表示されます。ツリーにリストされるオ
ブジェクトには、ノードとそれぞれのリスナー、データベースおよび他のサービス、ならび
にユーザー、ユーザーのロールとプロファイルが含まれます。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

ナビゲータ画面 2-3

グループ画面 2-5

ジョブ画面 2-7

イベント画面 2-8
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図図図図 2-2  ナビゲータ画面のネットワーク・オブジェクトのドリルダウン・ビューナビゲータ画面のネットワーク・オブジェクトのドリルダウン・ビューナビゲータ画面のネットワーク・オブジェクトのドリルダウン・ビューナビゲータ画面のネットワーク・オブジェクトのドリルダウン・ビュー

ナビゲータ画面では、オブジェクトを選択して管理タスクを実行したり、オブジェクトをグ
ループ画面にドラッグ・アンド・ドロップして管理グループを作成したり、マウスの右ボタ
ンを使って標準アプリケーションを起動したりできます。

ナビゲータ分割表示ナビゲータ分割表示ナビゲータ分割表示ナビゲータ分割表示
ナビゲータ画面には、1つの画面にオブジェクトを表示し、2つ目の画面にそのオブジェク
トの内容を表示する分割表示機能があります。

図 2-3に、分割表示機能を使う前のナビゲータ画面を示します。

図 2-4に、分割表示機能を使った後のナビゲータ画面を示します。データベース・フォルダ
を選択して分割表示機能を使うと、そのデータベース・フォルダのオブジェクトすべてを、
別個の画面で表示することができます。分割表示を使って、元の画面を参照用に保持しなが
らオブジェクトの長いリストをナビゲートできます。必要に応じて、他のフォルダやオブ
ジェクト用に別の分割表示を追加できます。
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図図図図 2-3  分割表示機能を使う前のナビゲータ画面分割表示機能を使う前のナビゲータ画面分割表示機能を使う前のナビゲータ画面分割表示機能を使う前のナビゲータ画面

図図図図 2-4  分割表示を使ったナビゲータ画面分割表示を使ったナビゲータ画面分割表示を使ったナビゲータ画面分割表示を使ったナビゲータ画面

注意注意注意注意 : ナビゲータ画面の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してく
ださい。

グループ画面グループ画面グループ画面グループ画面
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グループ画面を使うと、ネットワーク・オブジェクトを論理管理グループに分類して、より
効率的な管理を実行することができます。グループ画面では、カスタマイズ可能なグラフィ
カル・ビューに論理管理グループが表示されます。オブジェクトは、機能、部門、地理的位
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置または管理者番号などの基準に基づいて、グループ分けできます。グループ画面は、膨大
な数のデータベースやサービスを持つ環境を管理する際に特に便利です。

イベント管理システムで検出された問題は、グループ画面に視覚的に表示され、グループ内
のサービスを表すアイコンがイベント状態を反映するように変わります。

グループに対して登録済みのイベントが発生すると、そのグループのアイコン上に色付きの
旗が表示されます。この旗の色は、イベントの状態の重大度を表します。複数のイベントが
1つのグループに対して登録されていて、複数のイベントが発生した場合、その旗は、その
グループで最も深刻なイベント状態を表す色で表示されます。このイベントのロールアップ
機能により、管理者は、グループ内で最も重大度の高いイベント状態を直接確認します。
（旗が表示されていない場合は、イベントは発生していません。）

図図図図 2-5  グループ画面グループ画面グループ画面グループ画面

グループ・システムを使うと、ネットワークの複数のビューを作成、保存、変更および取り
消すことができます。最初にグループを命名してグループ画面に登録し、次に、管理したい
オブジェクトを 1つの単位としてナビゲータ画面からグループ画面にドラッグ・アンド・ド
ロップして、グループを作成します。（1つのオブジェクトを、複数のグループに入れること
ができます。）

グループ画面をグラフィカル・バックグラウンドでカスタマイズして操作環境を反映し、簡
単にそのときの条件で配置、診断および動作させることができます。

たとえば、ヨーロッパの複数のシステムを担当している場合、ヨーロッパのバックグラウン
ド・マップを使い、システムが常駐する国に各システム・アイコンを配置できます。任意の
システム上でイベントが発生した場合、グループ画面のそのシステム・アイコン上に旗が表
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示されます。

グループに登録されているジョブおよびイベントは、そのグループ内にある同じタイプの有
効サービスすべてに対しても登録されます。
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注意注意注意注意 : グループ画面の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

ジョブ画面ジョブ画面ジョブ画面ジョブ画面
ジョブ画面はジョブ制御システムに対するユーザー・インタフェースで、これを使って、繰
り返し実行される管理タスクを自動化でき、大規模な分散環境では不可欠な夜間管理を実行
できます。

図図図図 2-6  ジョブ画面ジョブ画面ジョブ画面ジョブ画面

ジョブ画面には、次の表に示す 2つのタブ付きページが表示されます。

ジョブは、1つ以上のタスクで構成されます。ジョブをスケジュールし、現在管理している

 ページページページページ 機能機能機能機能

アクティブ 「アクティブ」ページには、ネットワーク上のアクティブ・ジョブ
のサマリーが表示される。これらは、ジョブ・システムには発行さ
れているが、まだ完了していないジョブです。「アクティブ」ペー
ジにリストされているジョブは、現在スケジュールされているか、
実行中です。

履歴 「履歴」ページには、ジョブの複数実行など、前のジョブ・アク
ティビティのリストが表示される。これらは、エージェントに発行
済みで、実行に成功したか失敗したジョブです。
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データベースや他のサービスで実行するときに、これらのタスクを選択します。ジョブは、
即時に実行したり、将来実行するために設定したり、または定期的に実行するようにスケ
ジュールできます。
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管理者は、ベース・システムで提供される定義済みのジョブ・タスクを使用したり、SQLま
たは OSコマンドを使って独自のタスクを定義できます。任意のタスクを 1つのグループに
して、ジョブを作成することができます。

ジョブ内のタスクは、前のタスクが成功したか失敗したかに基づいて実行するように設定で
きます。たとえば、システムを停止する前に管理者がユーザーに通知しようとして失敗した
場合、未通知のユーザーに対してネガティブな影響を与えないように、ジョブ内のシステム
停止タスクを遅らせることができます。前のタスクの成功または失敗によって、管理者は、
実行済みのジョブに別のタスクを実行させるか、あるいはジョブを途中で停止させるかを選
択できます。

ジョブは、コンソール、管理アプリケーション、Oracle Management Server、およびノード
上に常駐するサービスとは独立して機能する、ノードのインテリジェント・エージェントに
よって実行されるため、ジョブを一度に複数のサービスおよびサービス・グループに対して
スケジュールすることが可能です。

ジョブが正常に実行されたか、またはジョブ障害が発生した場合、コンソールの警告（表示
許可を持っている場合）、ポケットベルまたは電子メールによって指定の管理者に通知され
ます。スケジュール済みではあるがまだ完了していないジョブを、「アクティブ」ページで、
表示、変更または取り消すことができます。正常に完了したか、または失敗したジョブは
「ジョブの履歴」ページに格納され、このページにネットワーク内でスケジュールされた
ジョブの履歴レコードが保持されます。また、ジョブを将来スケジュールするために、ジョ
ブ・ライブラリに保存しておくこともできます。

他のオブジェクトと同様に、どの管理者がそのジョブを表示できるか、または変更できる
か、および特定の条件が発生した場合に誰に通知されるかなど、ジョブには許可が付与され
ます。

注意注意注意注意 : ジョブ制御システムの詳細は、第 3章「ジョブ制御およびイベント管理システム」
を参照してください。ジョブ画面の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を
参照してください。

イベント画面イベント画面イベント画面イベント画面
イベント画面はイベント管理システムへのインタフェースで、問題の発生に対してネット
ワークを監視できます。イベントは、インテリジェント・エージェントがクリティカルな発
生を監視する際に、1つ以上の管理対象サービスに対してチェックを実行する 1つ以上のテ
ストから構成されます。

イベントを登録するには、管理者はイベント画面で 1つ以上のテストを指定し、そのイベン
トを 1つ以上の管理対象サービスまたはサービス・グループに登録します。サービスに対す
るテストの実行によってクリティカルな発生が検出されると、インテリジェント・エージェ
ントは Oracle Management Serverに発生を通知し、Oracle Management Serverはイベント
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に設定されている許可に基づいて、該当する管理者コンソールに通知します。

イベントには、ジョブと同様に、どの管理者がそのイベントを表示または変更できるか、お
よびそのイベントが発生したときに誰に通知されるかなどの許可が割り当てられています。



コンソール画面

イベントを登録した後にイベント画面を使用し、イベント状態の変更、取消しまたはチェッ
クを行い、過去のイベントに関する情報を確認できます。

イベント画面には、次のようなタブ付きページが表示されます。

図図図図 2-7  イベント画面イベント画面イベント画面イベント画面

「履歴」ページまたは「警告」ページにリストされているイベントを選択すると、次のペー
ジが含まれるイベント・ビューア・ウィンドウが表示されます。

ページページページページ 機能機能機能機能

登録済 このページには、登録済みのイベントおよびインテリジェント・
エージェントが現在サービスをテストしているイベントが表示され
る。

警告 このページには、すでに発生しているが、まだ管理者によって消去
されていないイベント、またはまだ手動で「履歴」ページに移動さ
れていないイベントが表示される。

履歴 このページには、消去済みのイベント、または手動で「警告」ペー
ジに移動されたイベントが表示される。

ページページページページ 機能機能機能機能

一般 このページには、イベントのプロパティとそれらを導出するテスト
が表示される。

ログ このページでは、イベントに関するコメントを表示および追加す
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る。変更許可またはすべての許可を持つ管理者はすべて、このペー
ジにコメントを追加できます。



コンソール画面

注意注意注意注意 : イベント管理システムの詳細は、第 3章「ジョブ制御およびイベント管理システム」
を参照してください。

通知の詳細 このページには、イベントの発生時に送られた通知に関する情報が
すべて表示される。

ページページページページ 機能機能機能機能
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                                                            ジョブ制御およびイベント管理シス

ト・システム上でも実行可能です。
3
ジョブ制御およびイベント管理システムジョブ制御およびイベント管理システムジョブ制御およびイベント管理システムジョブ制御およびイベント管理システム

この章では、Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムとイベント管理システムにつ
いて説明します。

ジョブ制御システムを使うと、標準管理作業および繰返し実行される管理作業の自動化が可
能になります。ジョブ制御システムでは、ジョブの作成と管理、ジョブの実行スケジュー
ル、およびジョブに関する情報の表示を行います。ジョブでは、ネットワーク内の単一ター
ゲット（データベースまたはその他のサービス）や複数ターゲットをスケジュールできま
す。ノードまたはそのインテリジェント・エージェントが停止すると、ジョブの処理要求が
待ち行列に入れられ、ノードが接続できるようになると、待ち行列に入っていたジョブが
エージェントに発行されます。

イベント管理システムでは、サービスの損失や記憶領域の不足など、特定のイベント条件に
対するネットワーク環境が監視されます。イベントを登録する際には、管理対象サービスに
対してインテリジェント・エージェントが実行する定義済みのテストを選択し、ユーザーま
たは他のシステム管理者に通知される通知パラメータを選択します。イベントによっては、
イベントの発生時に問題を自動的に解決する修正ジョブを設定できます。

「ジョブ制御およびイベント管理システム」の章には、次の項目があります。

ジョブ制御システムジョブ制御システムジョブ制御システムジョブ制御システム
ジョブ制御システムでは、ネットワーク全体のジョブ・タスクを、リモート管理を含めてス
ケジュールおよび管理します。管理者がオペレーティング・システム・コマンド、または
SQLで実行できるジョブはすべて、ジョブ制御システムから実行でき、どのようなリモー

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

ジョブ制御システム 3-1

イベント管理システム 3-6
テム 3-1



ジョブ制御システム

ジョブ制御システムでは、複数のサイトすべてに対して接続を保持しなくても、それらのサ
イトで非同期タスクを実行できます。さらに、システム内の異なるノードでジョブを同時に
実行することもできます。

Oracle Enterprise Managerの 3つの層であるコンソールとそのジョブ制御画面、Oracle 
Management Server、および管理対象ノード上に常駐するエージェントは、同時に動作し
て、ジョブをスケジュールおよび実行します。

ジョブ・スケジューリングからジョブの完了までには、次のステップが発生します。

1. コンソールのジョブ画面から、1つ以上のタスクで構成されるジョブが発行されます。

2. Oracle Management Serverによってジョブ情報が格納され、またターゲット・ノードが
起動しているか停止しているかがチェックされます。ノードまたはそのエージェントが
停止している場合、Oracle Management Serverはそのジョブを待ち行列に入れます。

3. ノードが接続可能になると、Oracle Management Serverによって、そのジョブ情報が管
理対象ノード上に常駐するインテリジェント・エージェントに送られます。（ジョブは、
複数のノードに同時に送ることができます。）

4. エージェントにより、そのジョブが予定どおりに実行されます。

5. エージェントは、すべての関連ジョブ・メッセージを Oracle Management Serverに戻
し、管理者の許可に基づいて適切なコンソールに表示します。エージェントが Oracle 
Management Serverと通信できない場合には、メッセージは待ち行列に入れられます。

この項では、ジョブ制御システムの利点について説明します。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

定義済みのシステム・タスク 3-3

ジョブ制御 3-3

自動管理 3-4

異種プラットフォーム間のジョブ・スクリプト 3-4

ジョブの進行 3-4

ジョブの通知 3-4

インテリジェント・エージェントとの通信 3-5

複合ジョブ 3-5

スケーラビリティ 3-5

セキュリティとジョブ 3-5
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定義済みのシステム・タスク定義済みのシステム・タスク定義済みのシステム・タスク定義済みのシステム・タスク
ジョブのスケジュールは、1つ以上のタスクで構成します。ジョブ制御システムには、サー
ビスの起動や停止、および SQLスクリプトやオペレーティング・システム・プログラムの
実行などを選択できる、多様な定義済みタスクが含まれています。

図図図図 3-1  ジョブ作成時におけるタスクの選択ジョブ作成時におけるタスクの選択ジョブ作成時におけるタスクの選択ジョブ作成時におけるタスクの選択

ジョブ制御ジョブ制御ジョブ制御ジョブ制御
ジョブのスケジューリングおよび管理タスクは Oracle Management Serverで集中管理され
るため、ジョブ制御システムの使用は簡単です。宛先の数や実行回数に関係なく、ジョブは
一度送信するだけです。

ジョブが発行されると、Oracle Management Serverによって、選択された宛先の適切なイン
テリジェント・エージェントにジョブ情報が送られます。エージェントがスケジュールに
従ってジョブを実行し、ジョブの状態に関するメッセージを Oracle Management Serverに
戻すと、Oracle Management Serverがコンソールに警告を表示します。

1つ以上の宛先にジョブを送るときに、これらのサイトのいずれかが停止していることも考
えらます。1つのサイトまたはそのエージェントが停止していた場合、Oracle Management 
Serverは、そのサイトに送ることのできなかったジョブの処理要求を待ち行列に入れます。
そのサイトが接続可能になると、Oracle Management Serverによって、待ち行列に入ってい
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たジョブがエージェントに発行されます。

ジョブがエージェントでスケジュール済みで、そのエージェントと Oracle Management 
Server間の接続が停止していても、エージェントによってジョブはスケジュールどおりに実



ジョブ制御システム

行されます。ジョブが完了しているときに Oracle Management Serverがバックアップされ
ると、エージェントによって Oracle Management Serverに通知され、その後でジョブ状態
が Oracle Management Serverによってコンソールに表示されます。エージェントが Oracle 
Management Serverに接続できない場合は、サーバーが使用可能になるまで、そのエージェ
ントによって状態メッセージが待ち行列に入れられます。

ジョブをスケジュールするために、ジョブが実行されるノードに直接接続する必要はありま
せん。コンソールからジョブを発行し、ジョブの実行先を指定するだけです。宛先には、
ノード、データベース（およびその他のサービス）、リスナーおよびこのような宛先のグ
ループを指定できます。

自動管理自動管理自動管理自動管理
ジョブ制御システムでは、繰返し実行されるタスクと定期的なタスク、および問題の解決を
自動化できます。ジョブを定期的に実行する必要がある場合、その都度設定しなくても、
エージェントによってそのジョブが再スケジュールされます。ジョブの状態に関するメッ
セージは、コンソールにレポートされます。

ジョブ制御システムをイベント管理システムと連動させると、問題の解決を自動化できま
す。イベントを登録するときに、オプションとして、イベントの発生時に問題を自動的に解
決する修正ジョブを指定できます。

異種プラットフォーム間のジョブ・スクリプト異種プラットフォーム間のジョブ・スクリプト異種プラットフォーム間のジョブ・スクリプト異種プラットフォーム間のジョブ・スクリプト
ジョブは、ツール・コマンド言語（Tcl）スクリプトとして実装されます。Tclはプラット
フォームに依存しないスクリプト言語で、ジョブ・スクリプトとイベント・スクリプトの両
方を作成するときに使います。たとえば、ジョブ定義内の情報をまったく変更せずに、
UNIXマシンと NTマシンに対して同時にジョブを実行することが可能です。

ジョブの進行ジョブの進行ジョブの進行ジョブの進行
ジョブ画面の「アクティブ」ページでジョブをクリックすると、そのジョブの進行を監視で
きます。リスト内のジョブをクリックすると、そのジョブのアクティビティと進行に関する
情報を示す「ジョブ編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

ジョブが実行された後で、そのジョブを構成するタスクおよび各タスクの完了時刻や障害の
発生時刻のリストが、「ジョブの履歴」ページの「進行」タブ上に表示されます。

ジョブの通知ジョブの通知ジョブの通知ジョブの通知
管理者の作業環境によって、電子メールまたはポケットベルなどの多様な方法で、ジョブの
状態を管理者に通知できます。ジョブ制御システムで、通知手順を設定し、ジョブの完了ま
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たは障害を通知する管理者を選択します。
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インテリジェント・エージェントとの通信インテリジェント・エージェントとの通信インテリジェント・エージェントとの通信インテリジェント・エージェントとの通信
ジョブはコンソールから発行されますが、ジョブ・スクリプト自体は、管理対象ノード上に
常駐するインテリジェント・エージェントに常駐します。ジョブが実装される方法は、プ
ラットフォームによって異なる可能性があるため、各エージェントには、ジョブ・スクリプ
トの独自のセットがあります。

複合ジョブ複合ジョブ複合ジョブ複合ジョブ
複合ジョブとは、複数のタスクから構成されるジョブのことです。ジョブ内のタスクは任意
の順序で設定でき、そのジョブ内の他のタスクが正常に実行されたか、あるいは失敗したか
に基づいて構成することができます。たとえば、ジョブ内のタスクを、その前のタスクが失
敗したときに停止するように構成できます。

スケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティ
ジョブ制御システムを使って、複数のリモート・ノード上で、ジョブを効率的に実行するこ
とができます。ジョブを発行してリモート・ノード上で実行すると、ジョブの実行に必要な
すべての情報が、そのノードにサービスを実行しているエージェントに転送されます。

ジョブは、ノード上のエージェントによって実行されるため、リモート・ノード、Oracle 
Management Serverおよびコンソール間のネットワーク・トラフィックが最小限に抑えられ
ます。エージェントと Oracle Management Server間で通信されるのは、ジョブの初期転送
と、それ以降のジョブ状態に関するメッセージだけです。

ジョブはエージェントにより独立して実行されるため、コンソールに影響を及ぼすことな
く、複数のノードに対してジョブをいくつでも発行できます。たとえば、複数のジョブを発
行した直後に、エージェントがそれらのジョブをスケジュールするのを待たないで、他の管
理作業を実行できます。

さらに、各管理対象ノードにはインテリジェント・エージェントが常駐しているため、複数
のノード上でジョブを同時に実行できます。たとえば、世界中に分散している複数のデータ
ベースに対して、レポートの実行などのジョブを発行できます。ジョブは、それぞれのデー
タベースにサービスを提供する各エージェントによって、独立して実行されます。このよう
にして、すべてのジョブが、それぞれのエージェントによって同時に実行されます。

セキュリティとジョブセキュリティとジョブセキュリティとジョブセキュリティとジョブ
ジョブが管理対象サービスで実行されると、通常、そのサービスの優先接続情報リスト（リ
ポジトリに格納されている）がそのサービスへのアクセスに使われます。そのため、この設
定リストを使ってサービスに直接ログインした場合に実行可能なタスクは、すべてコンソー
ルから実行できます。
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ジョブを発行すると、ジョブ制御システムによって、そのサービスの優先接続情報リストが
渡されるか、あるいは何も指定しない場合は、コンソールにログインしたときに使った管理
者名とパスワードが渡されます。
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イベント管理システムイベント管理システムイベント管理システムイベント管理システム
イベント管理システムを使って、サービスの損失や記憶領域不足などの潜在的な問題につい
て、管理対象ターゲットを自動的に監視することができます。管理者は、イベントを作成し
て、監視する対象を定義します。このイベントは、インテリジェント・エージェントがサー
ビスを監視する際に対象となる、潜在的な問題の発生のことです。イベントは、1つ以上の
テストで構成されます。

イベント管理システムでは、イベント内のテストによって Trueが返されると、その結果を
ユーザーまたは指定した別の管理者に通知します。場合によっては、問題を解決するため
に、Oracle Enterprise Managerで定義済みの修正ジョブを実行することもできます。

イベント管理システムでは、次の作業を行う必要があります。

■ 1つ以上のテストの選択によるイベントの作成および登録

■ 指定した管理者への通知

■ 問題発生の解決

イベントの登録および監視では、次のステップを実行します。

1. コンソールのイベント画面から、定義済みテストのリストから選択した 1つ以上のテス
トで構成されるイベントを登録します。

イベントを登録するときは、監視したいネットワーク内の管理対象ターゲットを選択
し、イベントの発生時に修正ジョブを実行するかどうかを指定します。次に、そのイベ
ントを構成する 1つ以上のテストを選択し、各テストに対してしきい値パラメータを指
定します。

2. これらのイベントの指定が完了したら、イベントを発行します。

3. イベントが Oracle Management Serverに渡され、次に Oracle Management Serverが情
報を格納して、ノードが起動または停止しているかをチェックします。ノードまたはそ
のエージェントが停止している場合、Oracle Management Serverはそのイベントを待ち
行列に入れます。

4. ノードおよびそのエージェントが起動している場合は、Oracle Management Serverに
よって、宛先サービスを持つ管理対象ノード上のインテリジェント・エージェントに、
イベント情報が送られます。（イベントは、複数のノードに同時に送ることができま
す。）

5. インテリジェント・エージェントがイベントを受信すると、イベントが取消し（登録解
除）されるまで、ターゲット・サービスまたは複数のターゲット・サービスに対して、
イベントのテストがユーザー定義のポーリング間隔で実行されます。

6. サービス上の 1つ以上のテストによって Trueが返されると、エージェントは Oracle 
Management Serverに警告を送ります。Oracle Management Serverに接続できない場
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合、エージェントはそのメッセージを待ち行列に入れます。
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7. Oracle Management Serverに通知された場合は、イベント管理システムによって、その
イベントに対する通知許可を持っている管理者と、通知を受けるようにスケジュールさ
れている管理者に通知されます。表示許可だけでも持っていれば、管理者はコンソール
で警告を通知されますが、ポケットベルや電子メールによる警告の通知も指定できま
す。

イベントの状態に関する情報は、イベント・ビューア・ウィンドウに表示することができま
す。このウィンドウは、イベント画面の「警告」ページまたは「履歴」ページにリストされ
たイベントをクリックするとアクセスできます。「警告」ページでは、イベント・ログにコ
メントを記録および表示することによって、イベントの状態をチェックしたり、そのイベン
トに関する情報を他の管理者と共有することができます。

イベント管理システムには、次の機能があります。

事前イベント管理事前イベント管理事前イベント管理事前イベント管理
イベントを登録するときに、そのイベントが検出されると管理対象ノード上のエージェント
によって修正ジョブが実行されるように指定することができます。イベントを修正ジョブと
ともに使用することで、問題の検出と解決を自動化できます。このイベントの事前管理機能
により、エンド・ユーザーに著しい影響が及ぶ前に、問題を確実に解決できます。

スケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティ
イベント管理システムを使うと、大規模なシステムをたった一人で監視できます。たとえ
ば、データベースのパフォーマンスをチェックするために、1人の人間が毎日、100のデー
タベースに個々に接続することはできません。しかし、イベント管理システムを使えば、コ
ンソールのパフォーマンスにほとんど影響を与えることなく、1人で 1日 24時間すべての
データベースを効率的に監視し、問題が検出された場合には警告を受け取ることができま
す。インテリジェント・エージェントはコンソールから独立して監視を実行するため、他の
タスクの実行速度を下げずに複数のサイトを監視することが可能なのです。

イベント管理システムには、選択したシステムとイベントだけを対象に絞るオプションもあ
ります。すべてのサイト、または膨大な数のサイトを一度に監視するのではなく、選択した
サービスだけを監視するように設定できます。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

事前イベント管理 3-7

スケーラビリティ 3-7

イベント通知 3-8

イベント・ログ 3-9
                                                                    ジョブ制御およびイベント管理システム 3-7



イベント管理システム

イベント通知イベント通知イベント通知イベント通知
イベントが発生すると、コンソールの警告によって管理者に通知されますが（少なくとも表
示許可を持っている場合）、電子メールやポケットベルで警告されるように指定することも
できます。イベントを登録するときに、「許可」ページで通知する管理者を指定します。

図図図図 3-2  「イベント許可」ページ「イベント許可」ページ「イベント許可」ページ「イベント許可」ページ

イベント内のいずれかのテストのしきい値が、そのテストのパラメータ値で指定されたレベ
ルを超えると、指定されているすべての管理者に通知されます。テストにパラメータがない
場合は、そのテストが Trueを返したときに警告が発生します。

各警告では、イベントの状態の程度が色で表示されます。イベント画面の「警告」ページに
表示される各イベントの横にあるイベントの状態の程度を示す旗、およびグループ画面の
ターゲット・オブジェクト上に、色が表示されます。

色別のイベント状態の程度は、次のとおりです。

■ 警告解除（緑）

■ 警戒（黄）

■ 重大（赤）
3-8 Oracle Enterprise Manager概説                             

■ 不明（グレー）
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イベントは、警戒しきい値または重大しきい値のいずれかが発生した場合に、管理者に通知
するように設定できます。さらに、イベントの状態が警戒から重大に変わった場合、または
その逆の場合には、更新された通知が送られます。

イベント画面では、「警告」ページ内のイベント・リストから「履歴」ページにイベントを
手動で移動できますが、リストされているイベントは、テストがしきい値を再び超えると
「警告」ページに戻ります。

イベント・ログイベント・ログイベント・ログイベント・ログ
「イベント・ビューア」ページにある「イベント・ログ」ページで、管理者は、イベントお
よびイベントの管理方法に関する情報を他の管理者と共有できます。「イベント・ログ」
ページでは、イベントに対する変更許可を持つ管理者は、選択したイベントにコメントを入
力できます。

「イベント・ログ」ページには、イベントに関して入力されているすべてのコメント、コメ
ントを入力した管理者の名前、および各コメントが入力された日時などの情報が表示されま
す。イベント管理システム自体によっても、「イベント・ログ」ページにデータが入力され
ます。

任意形エラー検出任意形エラー検出任意形エラー検出任意形エラー検出
任意形のイベントとは、Oracle Enterprise Managerで管理されるエンタープライズ内のサー
ドパーティ・アプリケーションによって登録されたイベントのことです。これらのイベント
は Oracle Enterprise Managerのイベントではありませんが、サードパーティ・アプリケー
ションで Oracle Enterprise Manager API（アプリケーション・プログラム・インタフェー
ス）を使用している場合には、そのアプリケーションで登録できます。任意形のイベントが
発生すると、ノード上のインテリジェント・エージェントに通知され、エージェントによっ
てメッセージが Oracle Management Serverに送られ、次に Oracle Management Serverに
よって Oracle Enterprise Managerクライアントに通知されます。
                                                                    ジョブ制御およびイベント管理システム 3-9



イベント管理システム
3-10 Oracle Enterprise Manager概説                             



                                                            DBA Managemen

■ 世界中にある Oracleプラットフォーム上で実行中の、ローカルおよびリモー
データベースのデータベース管理タスクを一元化できる。
4
DBA Management Pack

Oracle Enterprise Managerの主な管理コンポーネントは、Oracle Enterprise Managerにバ
ンドルされている一連のツールおよびウィザードである DBA Management Packに収められ
ています。DBA Management Packは、ほとんどのデータベース管理タスクの実行に使用す
ることができ、Oracleデータベースの全バージョンをサポートしています。

DBA Management Packツールは通常、複数のオブジェクトに対して同様のタスクを実行す
る場合に使うのに対し、コンソールは、シングル・オブジェクトや定義済みのオブジェク
ト・グループを管理する場合に使います。たとえば、ユーザー SCOTTを変更するには、
Oracle Enterprise Managerコンソールのナビゲータ・ウィンドウから、そのタスクを実行し
ます。セキュリティ関連のタスクがいくつかある場合は、DBA Management Packツールで
ある Security Managerを使います。また、Oracle Security Managerだけをインストールす
るなど、パックから 1つのツールだけをインストールするオプションもあります。

DBA Management Packには、次のツールがあります。

■ Oracle Instance Manager

■ Oracle Schema Manager

■ Oracle Security Manager

■ Oracle Storage Manager

■ Oracle SQL*Plus Worksheet

これらのツールを使って、次のことを実行できます。

■ 手動で SQLコマンドを入力するのではなく、マウスを使って、迅速かつ容易にデータ
ベース管理操作を完了できる。

■ 複数の Oracle Enterprise Managerウィンドウで、複数のタスクを同時に実行できる。

■ 複数のデータベースを同時に管理できる。
t Pack 4-1
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DBA Management Packツールの共通機能

DBA Management Packには、データのインポート、エクスポート、ロード、バックアップ
および回復などのタスクを補佐するためのウィザードもあります。

この章の各項目は、次のとおりです。

DBA Management Packツールの共通機能ツールの共通機能ツールの共通機能ツールの共通機能
この項では、DAB Management Packのすべてのツールで共有される共通機能について説明
します。

DBA Management Packツールの起動ツールの起動ツールの起動ツールの起動
DBA Management Packのツールは、Oracle Enterprise Managerコンソールを使って起動す
るか、スタンドアロン・アプリケーションとして個別に起動できます。コンソールを使って
ツールを起動すると、そのツールは Oracle Management Serverに接続され、検出された
ノードにあるすべてのサービスにアクセスできます。ツールを個別に起動した場合、ユー
ザーが直接特定のデータベースに接続して、そのデータベースに対してのみアクセス権を持
つようにするか、または Oracle Management Serverに接続して、検出されたノード内の
データベースすべてに対するアクセス権を持つようにすることができます。

個別に起動個別に起動個別に起動個別に起動
データベース・ツールはすべて、Windows NTの「スタート」メニュー、またはオペレー
ティング・システムのプロンプトから起動できます。

DBA Management Packツールは、Oracle Enterprise Managerとそのツールを編成および起
動するためのオプション・パレットである Oracle Launch Padを使って、スタンドアロンで
起動することもできます。Launch Padは、Oracle Enterprise Managerと一緒にインストー
ルされます。

Oracle Launch Padを使うと、コンソールを起動しなくても、Oracle Enterprise Managerと
そのツールを起動できます。コンソールから使用可能な統合ツールはすべて、Launch Pad
からも使用できます。Launch Padは、Windows NTの「スタート」メニューまたはオペ
レーティング・システムのプロンプトから起動できます。

オペレーティング・システムまたは Oracle Launch Padから DBAツールを起動すると、
Oracle Management Serverまたは単一データベースいずれかへの接続オプションを選択する
「Oracle Enterprise Managerログイン」ダイアログ・ボックスが表示されます。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

DBA Management Packツールの共通機能 4-2

DBA Management Packツールおよびウィザード 4-8
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DBA Management Packツールの共通機能

図図図図 4-1  「「「「Oracle Enterprise Manager ログイン」ダイアログ・ボックスログイン」ダイアログ・ボックスログイン」ダイアログ・ボックスログイン」ダイアログ・ボックス

Oracle Management Serverに接続すると、DBAツールによって、検出されたノード上のす
べてのデータベースにアクセスでき、これらのデータベースはすべて、クライアントの管理
対象オブジェクトのツリー・リストに表示されます。（Oracle Management Serverは、DBA
ツールに接続するために DBAツールに対して実行されていなければなりません。）

単一データベースに接続する場合は、Oracle Management Serverが実行されている必要はな
く、単一データベースだけが、クライアントのツリー・リストに表示されるデータベースに
なります。

注意注意注意注意 : Oracle Management Serverまたは単一データベースへの接続の詳細は、「Oracle 
Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照してください。

コンソールでの起動コンソールでの起動コンソールでの起動コンソールでの起動
DBA Management Packツールは、Oracle Enterprise Managerコンソールを使って、次の 3
つの方法で起動することができます。

■ 「ツール」メニューを使う。

■ DBA Management Packツール・ドローワを使う。

■ コンソール・ナビゲータ内のオブジェクトを右クリックして、「関連ツール」オプショ
ンからアプリケーションを選択する。

コンソールからデータベース・ツールを起動すると、ツールは、コンソールの Oracle 
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Management Serverへの接続を使用して、検出されたデータベースをツリー・ビューに表示
します。
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Oracle Management Serverに接続されるため、データベースに接続すると必ずコンソールの
優先接続情報リストが使われます。つまり、データベースに接続するたびに、手動でユー
ザー名とパスワードを入力する必要はありません。

ブラウザでの起動ブラウザでの起動ブラウザでの起動ブラウザでの起動
Windowsを使うと、Microsoft Internet Explorerや Netscape Navigatorなど、ブラウザ内の
コンソールから DBA Management Packツールを起動できます。ブラウザで DBAツールを
起動すると、そのブラウザによって、コンソールでツールを実行するために必要なコードが
ダウンロードされます。

管理対象オブジェクトのツリー・リスト管理対象オブジェクトのツリー・リスト管理対象オブジェクトのツリー・リスト管理対象オブジェクトのツリー・リスト
SQL*Plus Worksheet以外のすべての DBAツールには、コンソールのナビゲータ・リストと
同様のツリー・リストがあり、そのリストに DBAツールで使用できるデータベースとデー
タベース・オブジェクトがすべて表示されます。DBAツールがデータベースまたは Oracle 
Management Serverに正常に接続されると、DBAツール・ウィンドウの左側にあるツリー・
リストに、アクセスできるデータベースとデータベース・オブジェクトがすべて表示されま
す。ツリー・リストでオブジェクトを選択すると、右側にあるプロパティ・シートでそのオ
ブジェクトのプロパティを表示または編集できます。

Oracle Management Serverに接続されていて、検出されたノードにあるすべてのデータベー
スにアクセス権を持っているか、単一データベースに直接接続されていれば、ツールを再起
動しなくても、ツリー・リストを使って 1つのデータベースから別のデータベースへ、また
は 1つのオブジェクトから別のオブジェクトへ移動できます。
4-4 Oracle Enterprise Manager概説                             
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図図図図 4-2  アプリケーション・ウィンドウアプリケーション・ウィンドウアプリケーション・ウィンドウアプリケーション・ウィンドウ

ツリー・リストでは、オブジェクトを複数のフォルダで表示できます。たとえば、Oracle 
Security Managerでは、「プロファイル」フォルダでデフォルト・プロファイルを割り当て
らたユーザーのフォルダと、「ユーザー」フォルダの両方にユーザーを表示できます。ツ
リー・リストの 1つの位置にあるオブジェクトを変更すると、そのツリー内のオブジェクト
の発生がすべて変更されます。

ポップアップ・メニュー・コマンドポップアップ・メニュー・コマンドポップアップ・メニュー・コマンドポップアップ・メニュー・コマンド
DBA Management Packには、ツリー・リスト内の任意のフォルダやオブジェクトを右ク
リックして、そのオブジェクトに対して管理タスクを実行する機能があります。たとえば、
Security Managerのデータベースを右クリックして（Oracle Management Serverに接続さ
れているとき）、データベースに接続したり、データベースから切断できます。Security 
Managerの「ユーザー」フォルダを右クリックすると、ユーザーの作成、およびユーザーへ
のプロファイルの追加、ユーザーへの権限の割当てを実行できます。
                                                                    DBA Management Pack 4-5



DBA Management Packツールの共通機能

ツリー・ビューのオブジェクトを右クリックすると、そのオブジェクトに対して実行できる
すべてのタスクが表示されます。また、（右クリックで表示される）ポップアップ・キーを
使って、DBA Management Packウィザードを起動することもできます。

一覧一覧一覧一覧
DBAツールのツリー・リストでフォルダを選択すると、そのフォルダにあるすべてのオブ
ジェクトの一覧が、ウィンドウの右側に表示されます。このリストには、選択したフォルダ
内の各オブジェクトに関する簡単なサマリー情報が表示されます。

図図図図 4-3  選択したフォルダのオブジェクト一覧選択したフォルダのオブジェクト一覧選択したフォルダのオブジェクト一覧選択したフォルダのオブジェクト一覧

プロパティ・シートプロパティ・シートプロパティ・シートプロパティ・シート
ユーザーや表領域など、ツリー・リストのフォルダにあるオブジェクトを選択すると、その
オブジェクトに対するプロパティ・シートがウィンドウの右側に表示されます。プロパ
ティ・シートには、オブジェクトを変更するときにオプションを指定するタブ付きページが
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1つ以上あります。タブの数は、DBAツールが拡張モードで実行されているかどうかによっ
て変わります。（拡張モードでの DBAツールの実行の詳細は、次の項を参照してください。）
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オブジェクトに関するプロパティ・シートは、クライアント・ウィンドウとは個別に表示さ
れる独立ウィンドウとして表示できます。ツリー・ビューでオブジェクトを右クリックし、
「編集」を選択すると、画面上を自由に移動できる個別のプロパティ・シート・ウィンドウ
が表示されます。個別のプロパティ・シートを表示すると、管理者は、異なるオブジェクト
のプロパティ・シートを比較して、必要に応じて情報をコピーすることができます。

図図図図 4-4  選択したオブジェクトのプロパティ・シート選択したオブジェクトのプロパティ・シート選択したオブジェクトのプロパティ・シート選択したオブジェクトのプロパティ・シート

拡張モード拡張モード拡張モード拡張モード
各 DBA Management Packツールでは、管理者は、オプションとして拡張モードでツールを
実行できます。この拡張モードは、「表示」メニューから選択します。拡張モードにすると、
ツールの拡張データベース管理機能にアクセスできる、別のタブ付きページがプロパティ・
シートに表示されます。
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DBA Management Packツールおよびウィザード

DBA Management Packツールおよびウィザードツールおよびウィザードツールおよびウィザードツールおよびウィザード
この項では、特定の管理タスクを補佐するための、DBA Management Packの個々のツール
とそのウィザードについて説明します。

Oracle Instance Manager
Oracle Instance Managerを使うと、Oracle環境にあるデータベースのインスタンスおよび
セッションを効率的に管理できます。Oracle Instance Managerでは、次の作業を実行できま
す。

■ データベースを起動および停止する。

■ 初期化パラメータの値を表示および編集する。

■ 格納された構成を管理する（Oracle Management Serverに接続されている場合）。

■ インダウト・トランザクションを解決する。

■ ユーザー・セッションを管理する。

■ 長時間実行される操作を監視する（Oracle8iを使用）。

Oracle Instance Managerが正常にデータベースに接続されると、接続ユーザー名が示された
データベース・アイコンがツリー・ビューに表示されます。データベース・アイコンを選択
すると、次のようなオブジェクトおよびフォルダのリストが表示されます。

■ データベース

■ 初期化パラメータ

■ 格納された構成（Oracle Management Serverに接続されている場合）

■ セッション

DBA ツールツールツールツール タスクタスクタスクタスク 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

Oracle Instance Manager インスタンスおよびセッションの管理 4-8

Oracle Schema Manager スキーマ・オブジェクトの管理 4-11

Oracle Security Manager セキュリティ・パラメータの管理 4-13

Oracle Storage Manager データベース記憶領域の管理 4-15

Oracle SQL*Plus 
Worksheet

SQLおよび PL/SQLコマンドの実行 4-18

ウィザード データのインポート、エクスポート、
ロード、バックアップおよび回復の補佐

4-19
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■ インダウト・トランザクション
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図図図図 4-5  選択したデータベース内のオブジェクトとフォルダ選択したデータベース内のオブジェクトとフォルダ選択したデータベース内のオブジェクトとフォルダ選択したデータベース内のオブジェクトとフォルダ

データベース・オブジェクト操作データベース・オブジェクト操作データベース・オブジェクト操作データベース・オブジェクト操作
「データベース」アイコンを選択すると、右側にプロパティ・シートが表示され、データ
ベース・インスタンスに関する情報が表示されます。このプロパティ・シートを使って、
“sysdba”としてログインした管理者は、選択したデータベースを起動または停止することが
できます。

管理者は、Instance Managerのツリー・リスト内にあるオブジェクトおよびフォルダを右ク
リックして、データベースへの接続およびデータベースからの切断、データベースの起動、
停止およびマウント、初期化パラメータの編集など、複数のデータベース機能を実行できま
す。ただし、実行できる機能は、管理者の持っている許可によって異なります。
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図図図図 4-6  Oracle Instance Manager ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ

初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ
Oracle Instance Managerでは、データベースの操作特性である初期化パラメータを表示およ
び編集できます。ツリー・リストで「初期化パラメータ」アイコンを選択すると、初期化パ
ラメータを表示および編集するためのプロパティ・シートが表示されます。

Oracle8を実行している場合には、「初期化パラメータ」プロパティ・シートを使って、リ
ソース制限を表示することもできます。「リソース制限」ダイアログ・ボックスで、システ
ムのリソース制限や、選択したパラメータの現行リソース使用量を表示できます。

格納された構成格納された構成格納された構成格納された構成
4-10 Oracle Enterprise Manager概説                             

Oracle Instance Managerが Oracle Management Serverに接続されると、「格納された構成」
フォルダが、ツリー・ビュー内で選択したデータベースの下に表示されます。Instance 
Managerに構成を格納することにより、初期化パラメータ・ファイル（INIT<SID>.ORA）
を追跡しなくても、複数のデータベースの起動構成を作成できます。格納された構成は
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Oracle Enterprise Managerのリポジトリにあり（外部ファイルではありません）、作成、編
集および削除することができます。また、パラメータの追加と削除、ファイルへの構成のエ
クスポートも可能です。

セッションセッションセッションセッション
「セッション」フォルダには、検出されたノード内のデータベースに接続されているユー
ザーがすべてリストされ、各ユーザー・セッションの状態に関する情報が表示されます。管
理者は、セッションのプロパティ・シートを使ってセッションを切断したり、RESTRICTED 
SESSION権限でユーザーへのアクセスを制限できます。

インダウト・トランザクションインダウト・トランザクションインダウト・トランザクションインダウト・トランザクション
「インダウト・トランザクション」フォルダには、PREPARED状態で失敗した分散トランザ
クションに関する情報が収められています。

Oracle Schema Manager
Oracle Schema Managerを使って、クラスタ、索引、スナップショット、表およびビューな
どのスキーマ・オブジェクトを作成、変更または削除できます。Oracle Schema Manager
は、索引構成表、パーティション化された表と索引、アドバンスト・キューおよび Javaス
トアド・プロシージャを含む Oracle8iオブジェクトもサポートしています。

オブジェクト別ツリー・リストオブジェクト別ツリー・リストオブジェクト別ツリー・リストオブジェクト別ツリー・リスト
Oracle Schema Managerがデータベースに接続されると、接続ユーザー名が示されたデータ
ベース・アイコンがツリー・ビューに表示されます。そのデータベース・アイコンを選択す
ると、選択したデータベースに関連したスキーマ・オブジェクトのタイプを示す一連のフォ
ルダが表示されます。
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図図図図 4-7  Oracle Schema Manager

スキーマ別ツリー・リストスキーマ別ツリー・リストスキーマ別ツリー・リストスキーマ別ツリー・リスト
データベースには、各データベース・ユーザーに関する名前の指定されたスキーマが、少な
くとも 1つ含まれています。オブジェクト・タイプに関係なく、各スキーマ・オブジェクト
は、名前の指定されたスキーマいずれかに属します。同じスキーマに属する複数のオブジェ
クトは、「表示」メニューを開き、「スキーマごとに表示」を選択して編集できます。その後
で、ツリー・ビューにリストされている一連のスキーマ・フォルダ内にあるすべてのスキー
マ・オブジェクトの順序が、名前別アルファベット順に再編されます。

オブジェクトの編集オブジェクトの編集オブジェクトの編集オブジェクトの編集
クラスタなどのオブジェクトを編集するには、ツリー・ビューでクラスタを選択すると表示
される、クラスタのプロパティ・シートを使います。その後で、名前、タイプおよびキー列
属性などのクラスタのパラメータを変更します。さらに、プロパティ・シートから「SQL表
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示」ボタンをクリックし、生成された SQLコードを表示してオブジェクトを変更すること
もできます。
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Schema Managerには、ツリー・ビューの表の上で右クリックすると表示されるポップアッ
プ・メニューのコマンドを選択して、表の内容を表示、更新および削除できる表データ・エ
ディタも含まれています。

オブジェクトの作成オブジェクトの作成オブジェクトの作成オブジェクトの作成
Oracle Schema Managerを使って、「オブジェクト」メニューから「作成」または「類似作
成」を選択して、オブジェクトやオブジェクトのクローンを作成できます。オブジェクトの
クローンを作成すると、名前以外の属性がすべて同じになります。新規オブジェクトおよび
クローン・オブジェクトに関するパラメータは、「オブジェクト」メニューから「作成」ま
たは「類似作成」を選択したときに表示されるプロパティ・シートで指定します。

Oracle Security Manager
大規模なネットワーク環境では、オブジェクトのセキュリティ・パラメータ、管理者および
ユーザーが絶えず変更されます。Oracle Seculity Managerを使うと、管理者は、これらの必
要な変更を迅速かつ効率的に実行することができます。Oracle Security Managerがデータ
ベースに接続されると、接続ユーザー名が示されたデータベース・アイコンがツリー・
ビューに表示されます。データベース・アイコンには、セキュリティ・パラメータを管理す
るために、ユーザー、ロールおよびプロファイルの 3つのフォルダがあります。

図図図図 4-8  Oracle Security Manager でのユーザー、ロールおよびプロファイルの管理でのユーザー、ロールおよびプロファイルの管理でのユーザー、ロールおよびプロファイルの管理でのユーザー、ロールおよびプロファイルの管理

ユーザー操作ユーザー操作ユーザー操作ユーザー操作
Oracle Security Managerでは、ユーザーとユーザーのクローンの作成、ユーザー許可とロー
ルの追加および削除、アカウント状態とデフォルト・プロファイルを含むユーザー・プロパ
ティの変更を行うことによって、ネットワーク内のユーザーの管理が容易になります。
Oracle Security Managerでは、ユーザーの従属オブジェクトと被従属オブジェクトも参照し
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やすくなっています。
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ロール操作ロール操作ロール操作ロール操作
Oracle Security Managerを使って、ユーザー・プロパティと同じくらい簡単にロール・プロ
パティを変更できます。ロールおよびロールのクローンの作成、ロールへの許可の追加およ
びロールからの許可の削除も実行できます。Oracle Security Managerでは、ロールの権限受
領者も表示できます。

プロファイル操作プロファイル操作プロファイル操作プロファイル操作
プロファイルとは、ユーザーのデータベース・リソースに対する一連の制限のことです。
ユーザーやロールと同様に、プロファイルやプロファイルのクローンの作成、プロファイル
のプロパティ変更、ユーザーへのプロファイルの割当ておよびユーザーからのプロファイル
の削除を実行できます。また、プロファイルの従属オブジェクトおよび被従属オブジェクト
と、プロファイルの権限受領者も表示できます。

プロファイル、ロール、およびそれらの割当て先ユーザーを、Oracle Security Managerで表
示されるセキュリティ・リストに簡単に表示できます。その後、管理者はプロパティ・シー
トを使って、変更プロセスが簡易化されるようにセキュリティ・パラメータを指定できま
す。
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図図図図 4-9  Oracle Security Manager

Oracle Security Managerでは Oracle8のパスワード管理もサポートしているため、システ
ム・セキュリティが高められています。アカウントのロック、パスワード有効期限と期限切
れ、パスワードの履歴、パスワードの難易度、検証、およびパスワードのエクスポート /イ
ンポートなどの機能をサポートしています。

Oracle Storage Manager
Oracle Storage Managerは、最適なデータベースの記録領域を確保するために、表領域、
データファイル、REDOログおよびロールバック・セグメントを管理するツールです。
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図図図図 4-10  Oracle Storage Manager

Oracle Storage Managerがデータベースに接続されると、データベース・ユーザー名が示さ
れたデータベース・アイコンがツリー・ビューに表示されます。データベース・アイコンに
は、データベース記憶領域を管理する 4つのフォルダがあります。

■ 表領域

■ データファイル

■ ロールバック・セグメント

■ REDOログ・グループ
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図図図図 4-11  データベース記憶領域パラメータの管理データベース記憶領域パラメータの管理データベース記憶領域パラメータの管理データベース記憶領域パラメータの管理

これら 4つのフォルダには、選択したデータベース内の記憶領域オブジェクトがすべて含ま
れています。次の項では、Oracle Storage Managerの操作について説明します。

表領域の操作表領域の操作表領域の操作表領域の操作
「表領域」フォルダの内容を使って、表領域の作成、編集または削除、データファイルまた
はロールバック・セグメントの追加、表領域のオフライン化またはオンライン化を実行した
り、表領域を読込み専用または書込み可能にしたり、また表領域の記憶領域パラメータを設
定できます。

データファイルの操作データファイルの操作データファイルの操作データファイルの操作
「データファイル」フォルダの内容を使って、データファイルやデータファイルのクローン
の作成、データファイルの編集、およびデータファイルのオフライン化またはオンライン化
を実行できます。

ロールバック・セグメントの操作ロールバック・セグメントの操作ロールバック・セグメントの操作ロールバック・セグメントの操作
「ロールバック・セグメント」フォルダを使って、ロールバック・セグメントをオフライン
またはオンラインにしたり、ロールバック・セグメントの作成、変更、削除あるいは縮小を
実行できます。

REDOログ・グループの操作ログ・グループの操作ログ・グループの操作ログ・グループの操作
「REDOログ・グループ」フォルダを使って、現行 REDOログ・グループの切替え、REDO
ログ・グループ内のチェックポイントのトリガー、新規 REDOログ・グループの作成、お
よび REDOログ・グループ・メンバーの名前変更、削除または追加を実行できます。
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Oracle SQL*Plus Worksheet
データベース環境を SQL、PL/SQLコードまたは SQL*Plusコマンドで管理する必要がある
ときは、Oracle SQL*Plus Worksheetを使ってください。Oracle SQL*Plus Worksheetで、
SQL、PL/SQLコードおよび DBAコマンドを動的に入力し、ファイルとして格納されてい
るスクリプトを実行できます。

SQL*Plus Worksheetウィンドウは、コマンドを入力する入力画面（画面上）と、「実行」ボ
タンをクリックした後で、コマンドの結果が表示される出力画面（画面下）から構成されて
います。

SQL*Plus Worksheetは、入力したコマンドの履歴が保持されるため、コマンドを再入力し
なくても以前に使用したコマンドを編集および再実行できます。「コマンド履歴」ボタンを
クリックすると、最後の 50コマンドの実行を表示できます。「コマンド履歴」ダイアログ・
ボックスから選択したコマンド実行は、入力画面にコピーしたり、挿入したりできます。

SQL*Plus Worksheetでは、ワークシートの複数のコピーを個別の状態で一度に開くことが
できるため、各ワークシート内で個別に作業をコミットしたり、ロールバックすることがで
きます。
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図図図図 4-12  Oracle SQL*Plus Worksheet

注意注意注意注意 : DBA Management Packのすべてのツールに関する追加情報は、「Oracle Enterprise 
Managerオンライン・ヘルプ」を参照してください。

ウィザードウィザードウィザードウィザード
データのインポート、エクスポート、ロード、バックアップおよび回復などのデータベース
管理タスクが容易に実行できるように、DBA Management Packには、バックアップ管理
ツールとデータ管理ツールが用意してあります。これらのウィザードによって、DBA 
Management Packアプリケーションがさらに使い易くなります。

ウィザードは、Schema Managerまたは Storage Manager、および Oracle Enterprise 
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Managerコンソールから起動できます。ただし、これらのアプリケーションが Oracle 
Management Serverに接続されている必要があります。
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バックアップ管理ツールバックアップ管理ツールバックアップ管理ツールバックアップ管理ツール
Oracle Enterprise Managerバックアップ管理ツールには、Oracle8データベースのバック
アップと回復を補佐する、バックアップ・ウィザードとリカバリ・ウィザードがあります。
これらのウィザードでは、Oracle8 Recovery Managerサブシステムを使ってタスクを実行し
ます。

バックアップ・ウィザードは、1つ以上のデータベース、表領域、データファイルまたは
アーカイブログのバックアップに使います。ウィザードでは、バックアップ構成やターゲッ
ト・データベースの他に、バックアップを実行する時刻と頻度を指定するように要求され、
指定内容がジョブ制御システムに送られて実行されます。

リカバリ・ウィザードは、データベース、または 1つ以上の表領域やデータファイルの復元
や回復に使います。ウィザードによって、回復する必要のあるオブジェクトおよび使用する
バックアップ構成を選択するように要求され、その選択内容がジョブ制御システムに送られ
て実行されます。必要であれば、データファイルの名前を変更することもできます。

データ管理ツールデータ管理ツールデータ管理ツールデータ管理ツール
データ管理ツールは、Oracleデータベース間のデータ転送を自動化します。データ管理ツー
ルは、エクスポート・ウィザード、インポート・ウィザードおよびロード・ウィザードで構
成されています。

■ エクスポート・ウィザードでは、Oracleデータベースから Oracleバイナリ・オペレー
ティング・システム・ファイルへデータを転送する。

■ インポート・ウィザードでは、エクスポートされたバイナリ・ファイルから Oracleデー
タベースへデータを転送する。

■ ロード・ウィザードでは、テキスト・ファイルなどのオペレーティング・システム・
ファイルから Oracleデータベースへデータを転送する。

これらすべてのウィザードでは、ジョブを発行してタスクを実行します。ジョブは、特定の
時刻、または繰返し間隔でスケジュールできます。いずれかのウィザードでジョブが発行さ
れた場合、その進行を監視し、他のジョブと同じように、コンソールのジョブ画面にそのプ
ロパティを表示できます。

注意注意注意注意 : ウィザードの詳細は、DBA Management Pack Quick Tourまたは「Oracle 
Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照してください。
4-20 Oracle Enterprise Manager概説                             



                                                            Oracle Management Packと 拡張アプリケーシ
5
Oracle Management Pack とととと

拡張アプリケーション拡張アプリケーション拡張アプリケーション拡張アプリケーション

Oracle Enterprise Managerの機能性は、1つ以上のオプション管理パックを追加することに
よって拡張できます。これらの特別なアプリケーション・パックを Oracle Enterprise 
Managerのコンソールおよびフレームワークと組み合せると、システムのボトルネック監
視、システム・パフォーマンスの最適化とチューニング、システム変更の管理、および情報
システム環境全体のリソース使用量増加計画などの作業を行うための総合ソリューションが
得られます。

次のシステム管理パックは、Oracle Enterprise Managerで使用することができます。

■ Oracle Diagnostics Pack

■ Oracle Tuning Pack

■ Oracle Change Management Pack

■ Oracle Standard Management Pack

エンタープライズ管理における付加価値として、次のアプリケーションが Oracle Enterprise 
Managerコンソールに統合されています。（アスタリスクは、製品のベータ・リリースが
Oracle Enterprise Managerのリリース 2.0.4で出荷されていることを示します。）

■ *Oracle Application Manager

■ *Directory-Enabled Oracle Security Manager

■ Oracle8i interMedia Text

■ Oracle Parallel Server Management

■ *Oracle Replication Manager
ョン 5-1
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Oracle Diagnostics Pack
Oracle Diagnostics Packは、問題の自動検出、問題の診断および将来の計画など、システム
状態の管理を目的とした、高度でありながら使いやすい便利なツール・セットです。Oracle 
Diagnostics Packのツールを使うことによって、生産性、管理性およびデータベース・パ
フォーマンスを十分高めることができます。

Oracle Diagnostics Packには、次のアプリケーションがあります。

■ Oracle Performance Manager

■ Oracle Capacity Planner

■ Oracle Trace

■ Oracle TopSessions

■ Oracle Advanced Events

注意注意注意注意 : Oracle Diagnostics Packのリリース 2.0では、Oracle Lock Managerが Oracle 
Performance Managerに完全に統合されており、Oracle Diagnostics Packにはアプリケー
ションとして含まれていません。

Oracle Diagnostics Packのドキュメント・セットには、次のマニュアルが含まれています。

■ Oracle Enterprise Managerパフォーマンス・モニタリング・ガイド

■ Oracle Enterprise Manager Oracle Traceユーザーズ・ガイド

■ Oracle Enterprise Manager Oracle Trace開発者ガイド

Oracle Performance Manager
Oracleデータベースで高いパフォーマンスと可用性を維持するには、慎重なシステム監視が
必要です。最大のパフォーマンスを得るには、メモリーの効果的な使用、ディスク入出力
（I/O）の最小化、およびリソース競合の回避など、多数の要素のバランスをとることが必要
です。Oracle Performance Managerは、データベースのキー・メトリックに焦点を合せるこ
とのできるツールであるため、データベース・パフォーマンスに最も影響のある要素を簡単
に監視できます。

Oracle Performance Managerには、Oracleデータベース、Oracle以外のデータベース
（SQL Serverなど）およびホスト・オペレーティング・システムから収集されたパフォーマ
ンス・データが、グラフィカル・ビューとしてリアルタイムで表示されます。このデータ
は、データベースを含む管理対象ノード上に常駐するインテリジェント・エージェントの拡
張機能である、Oracle Data Gathererによって収集されます。パフォーマンスの統計は、
Oracle Performance Managerによって、監視および分析用にリアルタイムのグラフィカル・
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ビューで表示されます。ビューには、定義済みまたはユーザー定義の表、グラフ、および
ユーザー定義間隔で自動的にリフレッシュできる 2次元または 3次元での表示が含まれま
す。パフォーマンスの問題が検出されると、ビューにリンクされているグラフにドリルダウ
ンし、詳細を検査して、問題の原因を見つけることができます。
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Oracle Performance Managerには多数の定義済みグラフおよび表があり、次のパフォーマン
ス監視グループに編成されます。

■ データベース競合

■ ファイル I/O

■ ロード

■ メモリー使用

■ インスタンス・メトリック

■ パラレル・サーバーのパフォーマンス

■ ホスト・オペレーティング・システムのリソース使用率

各グループによって、そのパフォーマンス・カテゴリの主要なメトリックに簡単にアクセス
できます。たとえば、メモリー・グループの定義済みグラフには、データベース・バッ
ファ、ライブラリおよびディクショナリのキャッシュ・パフォーマンス、メモリー・ソー
ト・パフォーマンス、解析率、およびキャッシュされたすべての SQL文の表形式の表示が
あります。

グラフのアクティビティは、都合のいいときに記録および再生しておき、後で分析できま
す。グラフの記録は、Oracle Eneterprise Managerリポジトリに格納されます。

さらに、独自のデータベース監視用スクリプトを持つ Oracle Performance Managerのパワ
フルなグラフィカル表示機能を使用して、独自のリアルタイムなグラフを定義できます。
ユーザー定義のグラフは、実質的にデータベースのデータすべてに対して作成できます。
Oracle Performance Managerには、データを取り出すための SQL入力、データに対して実
行される操作の定義、およびデータをグラフィカルに表示するのに最適なグラフ・タイプの
選択を実行するためのダイアログ・ボックスが用意されています。ユーザー定義のグラフ
は、Oracle Enterprise Managerリポジトリに格納されます。

Performance Managerでは、パフォーマンスのボトルネック原因となる、システムの資源集
中部分に焦点を絞ることもできます。このトップ・データベース情報は、トップ・データ
ファイルなどのトップ・グラフに表示できます。

Performance Managerに統合されている Oracle Lock Managerでは、データベースのロック
を管理します。データの保全性を確保するためにデータベースのロックが必要なときは、不
要なデータ・アクセスのブロックが実行されないようにロックを管理する必要があります。
Lock Managerを利用して問題のあるロック状況を特定し、ロック・ユーザー、ロック・タ
イプ、ロックしたオブジェクトと、保持モードおよび要求モードなどの詳細をグラフィカル
表示できます。分析を容易にするために、ブロック中のセッションと待機セッションが、グ
ラフィカルなツリー・ビューに表示されます。ロックされているセッションは、Lock 
Managerの「セッションを削除」機能により、必要に応じて終了できます。
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Oracle Performance Managerによって検出されたパフォーマンス問題は、Oracle Tuning 
Pack、Change Management Packおよび DBA Management Packのツールに加え、Oracle 
Diagnostics Packのツールでも解決できます。
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Oracle Capacity Planner
Oracle Capacity Plannerは、Oracleデータベース、Oracle以外のデータベース（SQL Server
など）およびホスト・オペレーティング・システムから収集されるパフォーマンスの履歴
データを収集、格納および分析するためのツールであり、このツールを使うことで将来のリ
ソース要求を計画することができます。このデータは、データベースを含む管理対象ノード
上に常駐するインテリジェント・エージェントの拡張機能である、Oracle Data Gathererに
よって収集されます。

Oracle Capacity Plannerでは、収集したいパフォーマンス・データのタイプ、収集間隔、
ロード・スケジュールおよびデータの管理方針を指定します。Oracle Capacity Plannnerの
詳細な分析およびレポートを使用して、データの検索、使いやすいグラフやレポートへの
フォーマット、および将来のリソース要求を予測するためのデータ分析を実行できます。

Oracle Capacity Plannerでは、履歴データベースに接続し、各ノードとサービスで使用可能
なパフォーマンス・メトリックを表示します。Oracle Capacity Plannerには定義済みのパ
フォーマンス・メトリックが含まれ、このメトリックは、使用可能なデータベース・タイプ
のほか、CPU使用量、ファイル I/Oおよびトップ・セッション（指定したときに最もリ
ソースが集中しているセッション）などのオペレーティング・システム統計のセットに分類
されます。これらの定義済みセットにより、収集したいパフォーマンス・メトリックのセッ
トが選択しやすくなります。また、カスタマイズされた収集用の独自の統計セットを定義す
ることもできます。

履歴データベース内のツリー・リストまたはナビゲータをブラウズして、対象のノードや
データベース、また表示したいパフォーマンス・データのタイプを選択します。その後、
Oracle Capacity Plannerによって、読みやすいグラフや表形式でデータが表示されるため、
システム・パフォーマンスを経時的に列挙した詳細なレポートを作成できます。

Oracle Capacity Plannerを利用すると、履歴パフォーマンス・データを簡単にブラウズでき
るほか、任意のパフォーマンス・メトリックを取り出し、将来のある時点に外挿することに
よって、そのデータを解釈できます。たとえば、特定の値（たとえば、いつディスクの容量
が全体の 75%になるか ? ）、またはある時点（たとえば、ディスクが 1999年 11月 1日にど
のくらいいっぱいになるか ? ）に外挿することができます。外挿分析はグラフ上に表示され
るため解釈がしやすく、また必要であればレポートに追加することができます。

Oracle Trace
パフォーマンス監視用アプリケーションで使われる大半のデータは、監視されているシステ
ムのアクティビティに関係なく、設定済みの間隔で集められたサンプリング手法に基づいて
収集されます。設定済みの間隔で収集されたデータ・サンプルは、多くのパフォーマンス監
視用アプリケーションには効果的かつ統計的に有効で理想的ですが、正確なデータを必要と
するアプリケーションには適していません。正確なデータを必要とするアプリケーションに
は、監視される製品におけるキー発生のデータをすべて収集し、データのサンプルではなく
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発生データ全体の調査内容を提供する Oracle Traceが必要です。発生に関するすべてのデー
タを収集すると、サンプリング手法を使用してパフォーマンス問題が検出され、ソフトウェ
ア製品の実行に伴う固有の発生を特定できるようになります。
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Oracle Traceはフレキシブルで効率性の高いデータ収集システムで、Oracle製品と、エン
ド・ユーザーおよびサードパーティのアプリケーションから、正確なデータベースの発生統
計を収集します。Oracle Traceには、ソフトウェア製品における発生の監視に使用する、
オープン API（アプリケーション・プログラム・インタフェース）が含まれています。

発生ベースのデータ収集中に Oracle Traceによって認識されるソフトウェア製品は、Oracle 
Trace APIコールでプログラムされます。スケジュール済み Trace収集中に、特定の発生が、
Oracle Trace APIが組み込まれたアプリケーション上で発生すると、その発生によって
Oracle Trace APIコールが起動します。Oracle Traceが発生を認識し、そのデータを収集し
ます。

Oracle Traceによって収集される情報は、次のとおりです。

■ CPU時間、メモリー使用量およびページ・フォルトなど、発生中に使用されたシステ
ム・リソース

■ 経過時間と発生頻度

■ ユーザー名、トランザクション・タイプおよびドル額など、アプリケーション固有の発
生データ

■ 1つの論理トランザクション内で実行されるすべての SQL文など、他の発生内で発生す
る追跡発生

■ アプリケーションとデータベース・サーバーにまたがるトランザクションなど、製品間
に関連した追跡発生

Oracle Trace Manager
Oracle Trace Managerは、Oracle Trace APIが組み込まれた製品から収集された Oracle Trace
データを管理するためのグラフィカル・アプリケーションです。Oracle Trace Managerは
Oracle Enterprise Managerコンソール上で稼動し、インテリジェント・エージェントを使用
して、Oracle Trace APIを使用している製品の管理対象ノードについてOracleディレクトリ
を検索します。製品およびそのノードが見つかると、それらは、ジョブ制御システムでの収
集スケジューリング用に Oracle Traceナビゲータに表示されます。

Oracle Trace Data Viewer
Oracle Trace Managerに収集されたデータは、通常、トラブルシューティングや製品の
チューニングに使用できる有益な情報ですが、データが大規模になるため処理やソートを実
行しにくいという面があります。Oracle Trace Data Viewerは、大量の Oracle Traceデータ
収集をソートおよび処理するツールで、キー・メトリックを抽出および集約したり、ユー
ザーが選択した定義済みデータ・ビューにその情報を表示します。その後、ユーザーはその
データに関する分析を実行できます。

データ・ビューを選択すると、Oracle Trace Data Viewerによって、処理および表示用の収
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集が自動的に位置付けられて表示されます。必要に応じて、そのビューにドリルダウンし、
データに関する追加詳細を確認することもできます。定義済みデータ・ビューの例として
は、SQL文ごとの平均経過時間、処理された行の比率の論理読込み、およびフェッチされた
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行のフェッチ数の比率があります。Oracle Trace Data Viewウィザードを使用して、独自の
データ・ビューを定義することもできます。

Oracle TopSessions
Oracle TopSessionsには、パフォーマンスに最も大きな影響を及ぼしているデータベース・
セッションを特定する機能があります。リソースの使用率、オープン・カーソル、ユー
ザー・トランザクションおよびブロック変更などのパフォーマンスに影響する要素に基づい
て、上位 Nセッションがリアルタイムで特定されます。

問題のセッションが特定されると、Oracle TopSessionsを使用してそのセッションをドリ
ル・ダウンし、キャッシュ処理、REDOアクティビティ、ロック、SQL処理およびパラレ
ル・サーバー操作などのセッション・アクティビティに関する詳細な統計を調べることがで
きます。また、選択した SQL文および EXPLAIN PLANを分析用に表示できます。Oracle 
TopSessionsでは、データベース管理者は問題のセッションをただちに終了させて対処を実
行できます。

Oracle Advanced Events
全体パフォーマンス監視では、グラフィカル・モニターからアクセスできない場合もあるリ
モート・システムを監視できなければなりません。Oracle Enterprise Managerイベント管理
システムでは、インテリジェント・エージェントを使用して、潜在的問題発生について管理
対象ノードを監視します。定義済みテストで構成される、“イベント ”と呼ばれるこれらの問
題発生は、インテリジェント・エージェントで検出されるようにイベント管理システムに登
録されています。

Oracle Diagnostics Packでは、別の定義済みテストを 45追加して、イベント管理を Oracle 
Advanced Eventsと呼ばれるイベント管理システムに拡張します。これらのテストは、標準
の Oracle Enterprise Managerテストで使用して、問題発生に関してシステムを監視するイ
ベントとして構成できます。

Oracle Advanced Eventsには、次の機能があります。

■ 自律ノードおよびデータベースの監視

■ ユーザー定義のイベントしきい値および監視間隔

■ ユーザー定義のイベント・セット

■ 多種多様なイベント通知

■ 問題の自動解決

Oracle Advanced Eventsには、3つのタイプの監視があります。

■ パフォーマンス監視
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■ 領域管理の監視

■ リソース使用率の監視
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パフォーマンスの監視では、I/O率、キャッシュ・パフォーマンスおよび応答時間などの
データベース・パフォーマンスに関する範囲をカバーします。

領域管理の監視では、特定のセグメントで許可されているエクステントの最大数や連続空き
領域の外部制限など、Oracle記憶領域のメトリックを監視します。Oracle Advanced Events
を使用して、索引を再構築したり、増加率の高い傾向にある表を監視するなど、潜在的な領
域管理問題についてデータベースを監視できます。

リソース使用率の監視では、ユーザー、プロセスおよびロックの最大数、データファイルの
サイズ制限など、データベース・リソースに関する重要な問題だけを対象にできます。さら
に、Oracle Advanced Eventsでは、過度の CPU使用率、ロードやポケットベルの問題、お
よびディスク容量の問題について、管理対象ノードを監視できます。

Oracle Advanced Eventsは、ユーザー定義のしきい値と監視間隔でカスタマイズできます。
ユーザーは、イベント・メトリックしきい値または発生しきい値を設定できます。また、イ
ベント管理システムが、超過したイベント・メトリックしきい値の存在についてチェックす
る頻度も指定できます。

Advanced Eventsテストをグループに分類し、定義済みイベントの再使用可能な論理構成を
形成できます。たとえば、イベントを SGA監視用に定義し、ライブラリ・キャッシュの
ヒット率、バッファ・キャッシュのヒット率、およびデータ・ディクショナリのキャッ
シュ・ミス率などのイベント・テストを含めることができます。イベントが作成されると、
Oracle Enterprise Managerで管理されているデータベース・サービスに登録または起動する
ことができます。

イベント管理システムでは、管理者は問題の通知時間と通知方法も決定できます。管理者に
は、コンソール警告（表示許可を持つ場合）、ポケットベルまたは電子メールで通知できま
す。HP Openview製品などのサードパーティ・システムでは、簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）トラップを作成して通知します。

注意注意注意注意 : SNMPの詳細は、『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』を参照してく
ださい。

管理者への警告に加えて、Oracle Advanced Eventsでは、自動的に問題を解決するように構
成できます。Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムを使用して管理者が作成する
設定済みの修正ジョブは、イベントしきい値に達したときに発生するように設定できます。
たとえば、「データファイル制限」イベントの警告状況に対応する対処措置として、データ
ファイル・サイズを増加させる修正ジョブを作成できます。

Oracle Tuning Pack
Oracle Tuning Packは、不適切な SQL、不完全なデータベース構造、および不適切なリソー
スの使用など、主要なデータベースとアプリケーションのボトルネックを特定およびチュー
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ニングすることによって、データベース環境のパフォーマンスを最適化します。Oracle 
Tuning Packの拡張ツールは、データベース・パフォーマンスに最大の影響を与える次のよ
うな領域のチューニングを対象にしています。
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■ アプリケーション SQL

■ 索引作成方法

■ インスタンス構成

■ データ・ディクショナリ統計更新

■ オブジェクトのサイズ設定、配置および再編成

Oracle Tuning Packでは、DBA（データベース管理者）が、データベース・パフォーマンス
に影響するチューニング変更を収集、評価および実施するのを補佐して、データベース・パ
フォーマンスを最適化します。

Oracle Tuning Packには、Oracleチューニング全般をカバーする次のアプリケーションが収
められています。

■ Oracle Expert

■ Oracle Index Tuning Wizard

■ Oracle SQL Analyze

■ Oracle Tablespace Manager

Oracle Tuning Packのマニュアルは、『Oracle Tuning Packによるデータベース・チューニン
グ』です。

Oracle Expert
パフォーマンス監視の後で不可欠なのが、データベース・チューニングです。データベー
ス・チューニングによって、最大のデータベース・パフォーマンスと、データベースをサ
ポートしているシステム・リソースを最大限に活用できます。

ただし、データベース・チューニングは本来複雑で時間がかかり、特殊なスキルと体系化さ
れた方法論に従うことが必要とされるため、一貫して行われるよりは、予測できない問題が
発生したときにだけ実行される傾向があります。

Oracle Tuning Packは、自動パフォーマンス・チューニング・アプリケーションである
Oracle Expertを提供して、一貫したデータベース・チューニングの要求に対応します。
Oracle Expertを定期的かつ事前に使用して、チューニングの機会を見つけ、データベースの
チューニングに必要な分析と変更を自動的に生成することができます。

Oracle Expertでは、次の 3つのカテゴリで、フレキシブルで集中したチューニングを実行し
ます。

■ インスタンス・チューニング :　SGA、ソート操作、I/Oおよびパラレル・クエリーなど
の固有のキー・データベース初期化パラメータのチューニングを行う。
5-8 Oracle Enterprise Manager概説                             

■ アプリケーション・チューニング :　アプリケーションで使われるデータベースのアク
セス方法の最適化と、冗長な SQLについてのキャッシュの検索（大文字 /小文字およ
びスペースは除く）を行う。
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■ 構造チューニング :　適切な配置とサイズに関するデータベースの記憶領域構造の評価、
一時オブジェクトの使用、および最適でフレキシブルなアーキテクチャの応諾を行う。

Oracle Expertでは、チューニング・データを収集した後で、ルール推論エンジンで分析を行
うために、ユーザーによって供給されたデータと他のすべての情報が Oracle Expertリポジ
トリに格納されます。特許権を持つ、このオブジェクト指向ルール推論エンジンは、複雑な
データベース・チューニング分析を実行するために設計され、Oracleデータベースをチュー
ニングする何百というルールを収容しています。Oracle Expertは格納されたデータを評価し
て、チューニングの機会を検索し、パフォーマンス向上への影響度の順序でリストされた、
チューニングを改善するための推奨事項を生成します。

Oracle Expertのチューニング推奨事項を受け取ると、その推奨事項をインプリメントするた
めのスクリプトが生成されます。スクリプトの多くは、即時にインプリメントするか、また
はカスタマイズできます。収集されたデータと分析プロセスの詳細レポートを、ユーザー要
求に従って作成することもできます。

Oracle Expertでは、チューニング・データを、Oracle Tuning Packの別のツールである
Oracle SQL Analyze（後述）と共有することもできます。共有されたこのデータは、Oracle 
Expertおよび Oracle SQL Analyzeで集められたすべてのデータが格納されている、Oracle 
Tuning Packの SQL履歴に格納されます。チューニング・データを共有することによって、
Oracle Expertおよび Oracle SQL Analyzeでは、すでに収集され、SQL履歴に格納されてい
るシステム・データを集める必要がなくなります。

Oracle Index Tuning Wizard
索引が欠落していたり不適当な場合は、アプリケーションに重大なパフォーマンス問題を引
き起こすことがあります。索引の問題を即時に特定し解決するため、Oracle Tuning Packに
は、索引のチューニングをステップごとに指示するウィザードが含まれています。このウィ
ザードでは、Oracle Tuning Packに組み込まれている分析機能とインテリジェント機能を使
用して、最適な索引作成方法を推奨し、チューニング推奨事項をインプリメントします。

Oracle SQL Analyze
SQL文が非効率的な場合には、最適にチューニングされているデータベースであってもデー
タベース・パフォーマンスの問題が発生することがあります。Oracle Expertのデータベー
ス・チューニング機能を補足するために、Oracle Tuning Packには、個々の SQL文を分析お
よびチューニングするためのアプリケーション、Oracle SQL Analyzeが含まれています。

Oracle SQL Analyzeには、データベース・パフォーマンスに最も影響を与える、問題の多い
SQL文を特定およびチューニングするためのワークベンチがあります。SQL Analyzeでは、
データベースで実行される SQL文を特定し、文当たりのリソース使用率や I/Oなどのユー
ザー選択基準に基づいて SQL文を評価します。問題のある SQL文が特定されると、SQL文
をデータベース・ライブラリ・キャッシュから SQL Analyzeチューニング・ウィンドウに
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ドラッグ・アンド・ドロップして、評価とチューニングを実行できます。

Oracle SQL Analyzeでは、コストベースまたはルールベースのいずれかのオプティマイザ・
モードで SQL文を調べ、その文の最適な実行パスを決定します。複数の表からデータを取



Oracle Tuning Pack

り出す文の場合、オプティマイザは、使用可能な索引、文内の表と列の順序、および文で参
照されるオブジェクトのカーディナリティに関する統計などの要素に基づいて、最適な表の
結合メソッド、結合順序およびアクセス・パスを見つけ出します。

コストベースのオプティマイザを使用して実行計画を制御するときは、SQLヒントを使用で
きます。オプティマイザで使用できない可能性のある詳細があることを開発者が知っている
場合、特定の問合せに SQLヒントを使用すると役に立つことがあります。

SQL文の実行パスは、その文の実行に含まれている操作リストを提供する EXPLAIN PLAN
によって表示されます。SQL文に 1つ以上の EXPLAIN PLANを生成すると、SQL Analyze
を使用して、計画、操作の順序、およびその計画で使われているオブジェクトの関連統計を
検査できます。

EXPLAIN PLANは解釈しにくい場合があるため（EXPLAIN PLANにリストされている操
作の階層的順序が実行順序ではない）、SQL Analyzeでは、文の操作をステップ別にグラ
フィカルで説明することにより、ユーザーが実行順序を理解しやすいようにします。このス
テップ別の説明により、文がどのように実行されるか、また各操作でどのステップが実行さ
れるかを確認できます。

EXPLAIN PLANを確認し解釈した後は、さまざまなオプティマイザ・モードで文のパ
フォーマンスをテストするステップに移ります。SQL Analyzeでは、簡単に文を 1回以上実
行して、問合せの実行に要する経過時間、CPU時間、および論理読込みと物理読込みなど
のパフォーマンスを測定できます。SQL Analyzeでは Oracle8iの問合せ進行監視という新し
い機能も利用するため、SQL Analyzeから実行された SQL文の進行を追跡することができ
ます。

ナビゲータで希望の SQLオブジェクトをハイライト表示すると、すべての SQLメトリック
を表示して比較することができます。SQLオブジェクトを選択すると、各比較に関するパ
フォーマンス・メトリックの表が各オプティマイザについて表示されます。SQL Analyzeに
は、2つの異なる SQL文、または同じ文に対する異なる 2つのオプティマイザ・モードを横
に並べて比較できる「分割表示」画面オプションもあります。チューニング・サイクル全体
で、EXPLAIN PLANとパフォーマンス統計を比較すると、同じ結果セットを得るために、
複数の異なるアプローチの関連パフォーマンスを測定することができます。

Oracle Tablespace Manager
データベースのアプリケーション SQLから最良のパフォーマンスを得るには、個々の SQL
文をチューニングするだけでなく、データベース記憶領域の問題を特定して取り除くことも
必要です。こうした要求を満たすために、Oracle Tuning Packには、表領域の使用状況を監
視および管理するアプリケーションである Oracle Tablespace Managerが組み込まれていま
す。

Oracle Tablespace Managerでは、次の潜在的問題に対してターゲット・オブジェクトを評
価します。
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■ 移行された行または連鎖行

■ 編成されていない索引
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■ 非線形のエクステント成長

■ 線形に走査されたセグメントに関する非効率的なエクステント・サイズ設定

■ 最大エクステント設定に近づいているオブジェクト

Oracle Tablespace Managerでは、各表領域の合計ブロック使用率またはデータファイル別
のブロック使用率など、表領域の詳細が一目でわかるように表示されます。表領域の使用率
も、セグメントとエクステントの位置が簡単に特定できるグラフィカル・マップ・ビューで
表示されます。このマップ・ビューでは、特定のセグメントを選択し、そのセグメントのエ
クステントの物理位置を表示して、再編成の必要がありそうなセグメントに関連する潜在的
なデータベース・パフォーマンスの問題を特定できます。

Oracle Tablespace Managerでは、より効率的な領域用途を得ることができ、セグメント、
パーティション化されたセグメント、索引、表、クラスタおよび表領域全体を自動的に再編
成することによって、データベース・パフォーマンスを高めることができます。Oracle 
Tablespace Managerでは、エクステントの数とサイズ、データ・ブロックの空き /使用比率
パラメータなど、セグメントの記憶領域属性を再編成プロセス中に変更できます。

Oracle Tablespace Managerは、Oracle Enterprise Managerコンソールおよびインテリジェ
ント・エージェントに統合されており、自動スケジューリング、表領域の再編成の制御、お
よびオブジェクトの分析を行います。

Oracle Change Management Pack
Oracle Change Management Packでは、Oracle Serverおよびデータベース・オブジェクト
への複雑な変更の管理を簡易化します。

Oracle Change Management Packには、次のアプリケーションがあります。

■ Oracle DB Capture

■ Oracle DB Diff

■ Oracle Quick Change

■ Oracle DB Alter

■ Oracle DB Propagate

■ Oracle DB Search

■ Oracle Plan Manager

Oracle Change Management Packのマニュアルは、『Oracle Change Management Packス
タート・ガイド』です。

データベース管理者にとって、変更に対する準備と対処は重要な作業です。業務上のニーズ
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と要件は頻繁に変更されることがあるので、業務アプリケーションおよびそれらをサポート
するデータベースへの調整と拡張が必要とされます。DBAには、こうした変化に迅速かつ
効率的に対処する能力が求められます。
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Oracle Change Management Packは、Oracle Serverおよびデータベース・オブジェクト内
の複雑な変更を管理するための使いやすいツール・セットです。変更の追跡とインプリメン
トは、一般的に非常に費用がかかる困難なプロセスでしたが、Oracle Change Management 
Packは、業務上のニーズと要件の変更管理に関する時間とコストを大幅に低減します。

Oracle環境における変更管理とは、スキーマ・オブジェクトとデータベース環境の変更を管
理することと言えます。アプリケーションに変更を加えると、表やトリガーなどの特定のオ
ブジェクト定義の変更が必要になることがあります。データベースの存続期間にわたり、表
領域や一連のユーザーの特性に対する変更が必要になることがあります。Oracle Change 
Management Packでは、これらの変更タイプをすべて管理することができます。

Oracle Change Management Packを使用して、一連のデータベース・オブジェクト定義を獲
得し、1つのスキーマまたはデータベース内のオブジェクト定義をもう一方のオブジェクト
定義と比較することによって、変更を追跡できます。また、スキーマやデータベースのオブ
ジェクト定義を、以前に獲得済みの同じスキーマまたはデータベースの状態（ベースライ
ン）と比較したり、2つのベースラインを比較することもできます。

変更の追跡に加え、Oracle Change Management Packでは変更をインプリメントできます。
2つのオブジェクト定義セットを比較した後で、データベース定義をベースラインや他の
データベースのデータベース定義と同化して変更をインプリメントしたり、または複数の
データベースに、別のデータベース内の定義のコピーである 1つ以上のオブジェクト定義を
作成できます。また、希望の変更を指定するだけで、オブジェクト定義を変更することもで
きます。

変更を加えるため、Oracle Change Management Packは、データベース・オブジェクト定義
に対して実行されるスクリプトを生成します。スクリプトが生成されると、そのスクリプト
を表示および編集したり、好きなときにそのスクリプトを実行したり、またスクリプトの実
行時刻やオプションとしてスクリプトが変更をロールバックする時刻をスケジュールしたり
できます。Oracle Change Management Packには、変更を加える前に管理者が評価できる影
響レポートがあります。

次の項では、Oracle Change Management Packを構成するツールについて説明します。

Oracle DB Capture
Oracle DB Captureでは、他の Oracle Change Management Packアプリケーションが使用す
るベースラインのフォームで、データベースの定義（またはデータベースのサブセット）を
獲得するプロセスが示されます。獲得された定義は、新規データベースに定義を作成するた
めに、または SQL DDL入力を許可する CASEツールへの入力として、SQL DDL文に格納
することもできます。

たとえば、DB Captureでは、現行のオブジェクトの状態、スキーマまたはデータベース定
義のベースラインを獲得し、次に DB Diffを使用して、同じオブジェクト、スキーマまたは
データベース定義に対するベースラインを比較することができます。
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Oracle DB Diff
Oracle DB Diffでは、2つのオブジェクト定義セットを選択し、それらを比較するステップ
が示されます。オブジェクト定義には、現行データベース、または DB Captureで以前に作
成したベースラインからの定義を使用できます。

DB Diffの同化ウィザードを使用して、1つの定義セットを他の定義セットに合致するよう
に変更することもできます（読込み専用のベースラインは除く）。

たとえば、DB Diffの同化ウィザードを使用して、現行のスキーマまたはデータベースを、
以前に獲得したスキーマまたはデータベースのベースラインと同化することができます。こ
の結果、ベースラインの獲得以降に、スキーマまたはデータベースに加えられたすべての変
更がロールバックされます。

Oracle Quick Change
Oracle Quick Changeでは、データベース・オブジェクトの 1つの定義に、1つ以上の変更
（簡易変更）を加えるプロセスが示されます。1つのデータベースにおける複数の変更は、1
つのユニットとして実行されます。

Oracle DB Alter
Oracle DB Alterでは、1つ以上のデータベースで 1つ以上のオブジェクト定義を変更するプ
ロセスが示されます。1つのデータベースにおける複数の変更は、1つのユニットとして実
行されます。

Oracle DB Propagate
Oracle DB Propagateでは、データベースから 1つ以上のオブジェクト定義を選択し、ソー
ス・データベース内部の宛先スキーマ内、または 1つ以上の宛先データベース内でそれらの
オブジェクト定義を再現するステップが示されます。

DB Propagateでは、次のタスクを簡易化します。

■ 一連の表およびデータを 1つ以上のサイトにクローンする。

■ 開発者がアプリケーションに対する拡張に関連して変更できるように、データベース・
オブジェクト定義を再現する。

■ 開発者が変更に満足したら、元のデータベースで拡張されたオブジェクト定義を再現す
る。

■ 一連のオブジェクト定義を、開発用データベースからテスト・データベースへ、その後
で複数の本番データベースへ再現する。

■ 新規アプリケーションを複数の本番データベースへ配置する際に必要なオブジェクト定
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義を再現する。
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Oracle DB Search
Oracle DB Searchは、オブジェクト名の特性に基づいて、オブジェクトを指定または配置す
るための検索機能です。たとえば、すべてのテスト表に “TEST”という文字列が入っている
ことはわかっていて、テスト表がいくつあるかを知りたい場合、その文字列を含む名前を持
つすべての表またはオブジェクトを検索することができます。Oracle DB Searchは、独自の
検索機能として、またはパック内の他のアプリケーションと一緒に使うことができます。た
とえば、DB Captureを使用して、名前に文字列 “TEST”が含まれているすべてのオブジェク
トがベースラインに含まれるように指定する場合、DB Searchを使うことができます。

Oracle Plan Manager
Oracle Plan Managerは Oracle Change Management Packの汎用インタフェースで、すべて
の Oracle Change Management Pack機能に対する直接または間接アクセスを提供します。
上級ユーザーは、Oracle Plan Managerのインタフェースから、Oracle Change Management 
Packで可能な操作をすべて実行できます。Oracle Change Management Packのその他の
ツールでは、作業に関するガイドラインがステップ別に示されます。

管理者は、Oracle Change Management Packを使用して変更を管理することで新しい要件に
迅速に対応し、変更時のエラーやデータの損失をなくし、障害時間を最小限に抑え、生産性
を最大限に高めることができます。

Oracle Standard Management Pack
Oracle Standard Management Pack は、Oracle Workgroup Serverや Oracle8iを使う小規模
な業務用に設計されたManagement Packです。Oracle Standard Management Packは、
Oracle Diagnostics Pack、Oracle Tuning Packおよび Oracle Change Management Packのほ
とんどの診断、チューニングおよび変更管理機能を、中小企業に適した使いやすい 1つのア
プリケーションにまとめたものです。Oracle Standard Management Packでは、Oracle環境
における問題の監視と診断、影響度の高い索引のチューニング、および変更の追跡と比較を
行います。

Oracle Standard Management Packは、Oracle環境を管理する次のアプリケーションから構
成されています。

■ Oracle Performance Manager: 　カスタマイズされた各種パフォーマンス・グラフを使
用して、リアルタイムでグラフィカルな Oracleおよびホスト監視を提供する。

■ Oracle TopSessions: 　問題のあるデータベース・セッションを即時に特定、診断およ
び排除する。

■ Oracle Index Tuning Wizard: 　データベース環境の索引を事前に最適化する。

■ Oracle DB Capture: 　ユーザーが簡単にスキーマをリバース・エンジニアできるよう
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に、スキーマ・オブジェクトの定義を獲得する。

■ Oracle DB Diff: 　スキーマまたはデータベースと、オブジェクトを簡単に比較できる。
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拡張アプリケーション拡張アプリケーション拡張アプリケーション拡張アプリケーション
次にリストするアプリケーションは、Oracle環境の管理を強化するために Oracle Enterprise 
Managerと統合されており、ご使用の環境でそれらのアプリケーションが必要な場合は、
Oracle Enterprise Managerと一緒にインストールされます。これらのアプリケーションは、
Oracle Enterprise Managerのナビゲータ画面またはコンソールのアプリケーション・ドロー
ワ（あるいはその両方）、またはオペレーティング・システムからアクセスできます。（アス
タリスクは、製品のベータ・リリースが Oracle Enterprise Managerのリリース 2.0.4で出荷
されていることを示します。）

*Oracle Application Manager
Oracle Application Managerは、同時マネージャを管理するためのツールで、Oracle 
Applicationsのバッチ処理用スケジューリング・サブシステムです。このツールを使用し
て、Oracle Applications管理者は、Oracleエンタープライズ・アプリケーション・システム
内で、すべての同時マネージャを作成、構成および監視できます。さらに、このツールで、
新規の同時要求を定義したり、システム・パフォーマンスを高めるために、既存の同時要求
を変更することができます。

*Directory-Enabled Oracle Security Manager
Directory-Enabled Oracle Security Managerは、Oracle Security Managerの拡張機能であり、
LDAP準拠のディレクトリ・サーバーを使ったユーザー・セキュリティに関して、Oracle環
境を管理できます。このアプリケーションを使うと、管理者は、複数のデータベース間で同
時にエンタープライズ・レベルのロール認可を管理できます。

Oracle8i interMedia Text
Oracle8i interMedia Textアプリケーション（Oracle8i interMedia製品のテキスト管理用コン
ポーネント）は、Oracleデータベース内のテキストを管理および検索するためのテキスト検
索システムです。このアプリケーションを利用して、データベース内のテキストを、他の
データ・タイプと同じように迅速かつ容易に管理および検索できます。Oracle8i interMedia 
Textの検索手法では、テキストを、作成、変更および削除が可能な Oracle Server内の標準
データ型に変換します。さらに、Oracle8i interMedia Textでは、既存のアプリケーションに
対するテキストベースの開発または拡張が容易で費用対効果も高く、標準の SQLツールを
使用して実行できます。

Oracle8i interMedia Textを使用して、既存アプリケーション内のコメント・フィールドを検
索可能にしたり、複数のドキュメント形式と複雑な検索基準を処理する、大規模なドキュメ
ント管理システムをインプリメントしたり、テキストを使用するすべての Oracleデータ
ベース・アプリケーション内のデータを検索できます。Oracle8i interMedia Textは、Oracle
データベースでサポートされているほとんどの言語で、基本的なフルテキスト検索もサポー
トしています。
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Oracle Parallel Server Management
Oracle Parallel Server Managementは、Oracle Parallel Serverデータベースを検出および管
理するためのアプリケーションです。Oracle Parallel Serverが Oracle Enterprise Managerコ
ンソールと統合されていると、ナビゲータ画面に表示されるコンテナに、検出されたパラレ
ル・サーバーがリストされます。プロパティ・シートを使用して、インスタンス、データ
ファイル、インダウト・トランザクション、プロファイル、REDOログ・グループ、ロー
ル、ロールバック・セグメント、スキーマ・オブジェクト、表領域およびユーザーの状態を
確認できます。

*Oracle Replication Manager
Oracle Replication Managerでは、管理者は即時に Oracle Replication環境をセットアップ、
構成および管理できます。このため、Replication Managerには、マルチマスター・レプリ
ケーションまたはスナップショット・レプリケーション（あるいはその両方）をサポートす
るデータベースを準備する、包括的なウィザードが含まれています。セットアップが完了す
ると、新しいウィザードを利用し、マルチマスター・レプリケーションまたはマルチマス
ター /スナップショット・レプリケーションの組合せを使用して、スキーマ・オブジェクト
をレプリケートすることができます。レプリケーション環境を構成した後で、Oracle 
Enterprise Managerナビゲータ・ツリーと適切なページを使用して、レプリケーション環境
を監視および変更します。
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